
１ 主体性・自己肯定感を育む場をつくる 1-1-1-1 子育て支援課 こども園課 学校教育課 総合政策課 市民協働課 生涯学習課

２ 多様性を認め合う関係性づくりを進める 1-1-1-2 総合政策課 市民協働課 生涯学習課

３ シビックプライドを育む機会をつくる 1-1-1-3 子育て支援課 こども園課 学校教育課 総合政策課 市民協働課 生涯学習課

１ 市民一人一人の好きなこと・得意なことが地域活動とつながる機会をつくる 1-1-2-1 総合政策課 市民協働課

２ 人と人・地域・仕事をつなげる人を育む 1-1-2-2 市民協働課

１ 移住・定住の取組を推進する 1-2-1-1 市民協働課

２ 関係人口を創出・拡大する 1-2-1-2 市民協働課 経済振興課

１ 希望に応じた婚活を支援する 1-2-2-1 市民協働課

２ 自然な出会い、交流の機会をつくる 1-2-2-2 市民協働課

１ 移住前の地域の受入れ体制の充実を図る 1-2-3-1 市民協働課 人権推進課

２ 移住後の地域の受入れ体制の充実を図る 1-2-3-2 市民協働課 人権推進課

１ 多様な媒体による情報発信を充実する 1-3-1-1 秘書広報課

２ 市民自らが結果だけでなく現在進行形の情報を発信する 1-3-1-2 秘書広報課 総合政策課 市民協働課

１ 市内企業の情報発信を行う 2-1-1-1 経済振興課 市民協働課 総合政策課 学校教育課

２ 生き方や朝来市で働き・暮らすイメージを持つ 2-1-1-2 経済振興課 総合政策課 学校教育課

３市内企業への就職を推進する取組を支援する 2-1-1-3 経済振興課

１ 企業の経営支援を行う 2-1-2-1 経済振興課

２ 起業しやすい環境をつくる 2-1-2-2 経済振興課 市民協働課

１ 誰も安心して働くことができる環境をつくる 2-1-3-1 経済振興課 こども園課 学校教育課 高年福祉課

２ 多様な働き方を推進する 2-1-3-2 経済振興課

１ 観光資源を発掘する 2-2-1-1 観光交流課

２ 観光地としての魅力を発信する 2-2-1-2 観光交流課

１ 周遊型観光を推進する 2-2-2-1 観光交流課

２ 滞在型観光を推進する 2-2-2-2 観光交流課

３ 観光受けれ体制を強化する 2-2-2-3 観光交流課

４ 観光推進体制を強化する 2-2-2-4 観光交流課

１ 訪日外国人旅行者の受け入れ体制づくりを行う 2-2-3-1 観光交流課

１ 生業としての農林畜産業の担い手を確保・育成する 2-3-1-1 農林振興課

２ 農林畜産業に多様な人が多様な関わり方をする 2-3-1-2 農林振興課

１ 農産物の販路を拡大する 2-3-2-1 農林振興課

２ 農産物の高付加価値化を図る 2-3-2-2 農林振興課

１ 生産量拡大や作業負担軽減のための設備・機械の導入拡大を推進する 2-3-3-1 農林振興課

２ 新技術の導入検討を行う 2-3-3-2 農林振興課

１ 林業の成長産業化を推進する 2-3-4-1 農林振興課

２ 森林が持つ公益的機能の増進を図る 2-3-4-2 農林振興課

第２期朝来市創生総合戦略アクションプラン推進状況

◆交流人口拡大による経済循環活動の促進

◆儲ける農林畜産業への転換

◎一人一人の行動につなげる情報発信の充実

◎移住者や在住外国人などの地域の受入れ体制の充実

◆一人一人の行動につなげる情報発信の充実

◎結婚を希望する人の出会いの機会の創出

◎森林の利活用の推進

基本目標１　自分らしく生き生きと活躍する「ひと」づくり

◆ASAGOiNGな人を育む

◎市民一人一人が自分らしく生き生きと活躍しながら「まち」とつながるASAGOiNGな人づくり

基本目標２　魅力ある多様な「しごと」づくり

◎誰もが安心して希望に応じたやりがいのある働き方の実現

◎市民一人一人が好きなこと・得意なことなどを地域社会で発揮し多様な活動を促進するひとづくり

◆ASAGOiNGな仲間づくり

◎移住・定住の促進や関係人口の創出・拡大によるASAGOiNGな仲間づくり

◎市内企業等の稼ぐ力の向上

◎市内企業で働く人材の確保

◆内発的な経済成長

◎生産量拡大や作業負担軽減・低コスト化に向けた新たな農林畜産業の推進

◎農業所得向上に向けた取組の推進

◎農林畜産業の担い手の確保・育成

◎インバウンド観光の推進

◎観光客一人当たりの観光消費額の拡大

◎朝来市の強みを生かした観光誘客の推進



１ 多様な主体による主体的・自律的な地域経営を推進する 3-1-1-1 市民協働課

２ 多様な主体による主体的・自律的な地域経営を支援する 3-1-1-2 市民協働課

１ 地域での多様なつながりの場をつくる 3-2-1-1 社会福祉課 高年福祉課 地域包括支援センター

２ 地域で孤立しがちな方とのつながりをつくる 3-2-1-2 社会福祉課 高年福祉課 地域包括支援センター

１ 在住外国人などの暮らしの困りごと等を把握する 3-2-2-1 人権推進課

２ まちの情報を在住外国人に伝える 3-2-2-2 人権推進課

３ 在住外国人と地域の人とのつながりをつくる 3-2-2-3 人権推進課

１ 健幸づくりへの意識の向上を図る 3-2-3-1 健幸づくり推進課

２ 疾病・介護予防や健康増進の取組を推進する 3-2-3-2 健幸づくり推進課 高年福祉課 地域包括支援センター

１ 市内の多様な主体相互の連携による事業推進を展開する 3-3-1-1 市民協働課 学校教育課 経済振興課

２ 市外の多様な主体との連携による事業推進を展開する 3-3-1-2 総合政策課 観光交流課

１ 多様な主体が連携・協働する 3-3-2-1 都市政策課

２ 新たな移動手段の導入・検討を進める 3-3-2-2 都市政策課

１ 暮らしや活動に応じた利用しやすい公共施設にする 3-3-3-1 総合政策課

２ 公共施設の持続可能な運営を行う 3-3-3-2 総合政策課

１ 生物多様性について市民一人一人が理解を深め、意識を持ち生活する 3-3-4-1 市民課 文化財課 農林振興課 観光交流課

◎生物多様性の保全と持続可能な利用による自然共生社会の実現

◎市民の多様な活動や暮らしを支えるための公共施設の適正配置

◎持続可能な地域公共交通による安心した暮らしの実現

◎地域間連携・政策間連携などによる効果的・効率的な事業の推進

◎誰もが生きがいを感じ健やかで幸せに暮らすことができる健幸づくりの推進

◆まちづくりや市民の暮らしを支えるための連携の強化

◆地域コミュニティを基盤とした誰にも居場所と役割のあるまちづくり

◆誰もが安心して楽しく暮らせるまちづくり

基本目標３　誰もが希望を持ち、心豊かに安心して暮らせる「まち」づくり

◎在住外国人など多様な人が安心して暮らすことができる多文化共生社会の実現

◎一人一人が地域とつながりを持ち安心して自分らしく暮らすことができる地域共生社会の実現

◎地域特性を生かした地域の主体的なまちづくりの推進



基本目標１　自分らしく生き生きと活躍する「ひと」づくり

◆ASAGOiNGな人を育む

◎市民一人一人が自分らしく生き生きと活躍しながら「まち」とつながるASAGOiNGな人づくり

１ 主体性・自己肯定感を育む場をつくる

■目標に向けたアクション体系

■取組状況と今後の予定

令和6年度までの取組状況 KPIの状況を踏まえた検証 目標達成に向けての取組・改善内容

子育て学習センターでの活動を通し

て、子育て世代同士やサポーター等

とのつながりづくりを進めている。

子育て世代同士のつながりは生まれ

ているが、センター内の活動が主で

あるため多様な人とつながる機会に

は至っていない。

サポーターだけでなく地域と連携し

た取り組みを進める等、子育て世代

やこどもが多様な人と交流できる機

会の充実を図る。

在園中の異年齢児活動を通じて、主

体的に活動できる教育・保育を実施

している。

目標達成に向けた基礎づくり（幼児

教育）はできている。

園の研究テーマに「面白そう、やっ

てみようが叶う環境構成や援助」を

設定し、体験・挑戦する場づくりを

全園職員で共有する。

自然体験、職場体験活動や地域行事

への参加、伝統・文化・芸能体験な

ど様々な体験教育に取り組んでい

る。

自然体験、職場体験活動や農業体

験、伝統・文化・芸能体験など様々

な体験活動に取り組んだ。

引き続き、体験活動を充実させ、す

べての児童生徒が達成感や成功体験

等を得ながら学びへの意欲や自信に

つなげていく取組を進める。

市内県立高校と連携し、高校の授業

に地域人材を講師として招聘し、対

話等をとおして主体的な学びを展開

している。商品開発など実践的な学

びにもつながっている。

子どもから大人まで多様な学びの場

が充実していると感じている市民の

割合は微増しているものの低い状況

が続いており（市民アンケート結

果）、KPIの市民の愛着や誇り持つ市

民の割合にも影響していると考えら

れる。

高校生の多くが地域とつながること

ができるよう学校の授業を中心に展

開してきたが、こどもの頃から地域

行事の企画にも加わるなど、子ども

から大人までが参画できる場づくり

を行う。

地域自治協議会が実施する活動にお

いて、こどもを対象とした取り組み

を実施している。

コロナ禍において制限がかかってい

た地域活動も徐々に回復している

が、目標値を下回っている。

地域コミュニティ活動において、子

どもが関わる活動や世代間交流等を

展開できる支援を継続する。

市民講座受講後の継続した学びの場

として、自主的に活動する自主運営

講座・同好会等団体を市民講座の参

加者募集時や受講後に紹介するなど

情報発信を行っている。

自主運営講座・同好会活動の団体は

増減はあるもの徐々に定着が図られ

ているが、高齢化により休止等とな

る団体もあり、後継者の育成に向け

た取組を強化することが必要であ

る。

継続した学びの場となるよう、自主

運営講座・同好会の活動内容を工夫

しながら情報発信し参加を促してい

くとともに、生涯学習人財バンク制

度の利用促進を図り、地域の人財発

掘や育成につなげていく。

生涯学習課

課名

１　子どもから大人まで多様な人や地域が互いにつながる場をつくる

　∟　①家庭や地域・学校などで自己肯定感を育む言葉かけ

　∟　②地域や学校などで多様な人との対話の場づくり

　∟　③子どもから大人までが体験・挑戦する機会づくり

２　自分の考えが認められたり、反映されたりする場をつくる

　∟　④地域や学校などで考えを発表・発信する機会づくり

　∟　⑤好きなこと・得意なことを地域や学校で発揮できる機会づくり

第２期朝来市創生総合戦略アクションプラン推進状況

こども園課

学校教育課

総合政策課

市民協働課

子育て支援課

1-1-1-1



基本目標１　自分らしく生き生きと活躍する「ひと」づくり

◆ASAGOiNGな人を育む

◎市民一人一人が自分らしく生き生きと活躍しながら「まち」とつながるASAGOiNGな人づくり

２ 多様性を認め合う関係性づくりを進める

■目標に向けたアクション体系

■取組状況と今後の予定

令和6年度までの取組状況 KPIの状況を踏まえた検証 目標達成に向けての取組・改善内容

あさご未来会議の開催により誰

もが気軽につながる場づくりを

継続して行った。また、「みん

なの合言葉」のLINEスタンプの

周知により、互いのアクション

を応援し合える雰囲気の醸成を

図った。

あさご未来会議の開催に加え、

若者に限定した対話を実施する

ことで、気軽に集え、つながる

場づくりを行ったが、多様な市

民ニーズに対応した多様な学び

の場づくりが必要。

新たな対話手法のオンラインプ

ラットフォーム等を活用し、時

間等に関わらず参画の機会を増

やすだけでなく、多様な価値観

やテーマ・分野に対応した対話

の場づくりを進める。

　各地域自治協議会の取組状

況を共有することにより、ど

うすれば幅広い市民が楽しみ

ながら地域活動に参加できる

かなどについて研究した。

　コロナ禍において制限がか

かっていた地域活動も徐々に

回復しているが、目標値を下

回っている。自らの知識や経

験を活かせる場の提供が必

要。

　多様な方が「やりたい」を

大切に楽しみながら主体的に

参加できる仕組みづくりに対

する支援を継続する。

誰もが自分の興味関心のあることを

活かすことができる多様な学びの場

として、じっくり学ぶ「定期コー

ス」、少ない回数でチャレンジでき

る「トライコース」の２コースによ

り市民講座を開設している。

市民講座等への参加者が固定化して

いることや高齢化の傾向が見受けら

れることから、青壮年層の学びの

ニーズに応じた取組を企画検討する

必要がある。

各生涯学習センター間で連携しなが

ら、幅広い年齢層の学びのニーズに

対応した魅力ある市民講座等を企画

検討し、多様な学びの場の充実を

図っていく。
生涯学習課

第２期朝来市創生総合戦略アクションプラン推進状況

１　地域とつながり、知り、関わる機会をつくる

　∟　⑥誰もが集い、つながり、多様な価値を発信する場づくり

　∟　⑦テーマ・分野ごとに気軽に集い、つながる場づくり

課名

総合政策課

市民協働課

1-1-1-2



基本目標１　自分らしく生き生きと活躍する「ひと」づくり

◆ASAGOiNGな人を育む

◎市民一人一人が自分らしく生き生きと活躍しながら「まち」とつながるASAGOiNGな人づくり

３ シビックプライドを育む機会をつくる

■目標に向けたアクション体系

■取組状況と今後の予定

令和6年度までの取組状況 KPIの状況を踏まえた検証 目標達成に向けての取組・改善内容

子育て学習センターの子育てサポー

ターの活動を通して地域とのつなが

りや交流を推進し、地域での子育て

の機運の醸成を図った。

利用者やサポーターは登録が必要で

あることから、利用者やサポーター

の周知を図るとともに、参加しやす

い工夫が必要である。

課内等の他の事業の連携を図ること

で、互いの事業の周知につなげると

ともに、参加しやすい場づくりを進

める。

こども園評議員会を各園で開催

し、地域の方や保護者と意見交

換を行い、地域に根付いた園運

営につなげている。

地域と連携した園活動が出来て

いる。

地域の方との触れ合いの機会や

地域の探索などにより、地域愛

の醸成を図っていく。

地域に住む人々との交流や自然等に触れ

る体験をする特色ある学校づくり事業

（あさごドリームアップ事業）に取り組

み、ふるさと愛の醸成を図っている。

地域に住む人々との交流や自然等に触れ

る体験をする特色ある学校づくり事業

（あさごドリームアップ事業）に取り組

み、郷土愛の向上を図った。

引き続き、地域との連携を強化し、地域

人材を活用した特色ある学校づくり事業

に取り組み、ふるさとの豊かな自然や伝

統文化、人々と触れ合う機会をつくって

いく。

市内県立高校に地域コーディネーターを

配置し、地域人材との対話や地域での実

践的な学びとなる授業を行うことで、高

校生が朝来市の魅力を感じる機会となっ

ている。

市内県立高校における取組は定着しつつ

あるものの、市外高校に通う高校生が多

様な人や地域とつながる機会が少ないこ

とが課題である。

市内在住の高校生が市民対話等に参画で

きるよう、所属する高校等と連携を図り

ながら参加しやすい場づくりを進める。

また、市民対話の場等に高校生が参画で

きるよう移動手段にも配慮して場づくり

を行う。
　各地域自治協議会の取組状況を共有す

ることにより、学校と地域コミュニティ

活動との連携について研究した。

　コロナ禍において制限がかかっていた

地域活動も徐々に回復しているが、目標

値を下回っている。

　若者から高齢者まで参加できるニュー

スポーツを実施した地域自治協議会も

あったので、そのような取組状況を共有

できる場を設定するなど取り組みが広が

る支援を行う。

地域の人材や資源を活用し、地域全体で

こどもたちの学びの場を提供する場とし

て、各地域自治協議会による「地域と学

校の連携・協働体制推進事業」の取組に

対し支援している。

全小学校区で小学生を対象に地域学校協

働活動の取組を進めることで、住んでい

る地域に愛着や誇りを持つ市民の割合を

増やしながら、朝来市に住み続けたいと

思う市民の割合を上げることが必要であ

る。

全地域自治協議会での活動機会の拡充や

活動内容の充実に向けて各地域自治協議

会と連携しながら、「地域と学校の連

携・協働体制推進事業」の取組を継続し

て支援する。

生涯学習課

総合政策課

市民協働課

第２期朝来市創生総合戦略アクションプラン推進状況

１　多様な人が集う機会をつくる

　∟　⑧地域や学校などで、多様な人との対話の場・体験の機会づくり

　∟　⑨学校と地域をつなぐコーディネート（学校と地域の連携）

　∟　⑩区・地域自治協議会などの地域行事への参加促進

　∟　⑪子どもから大人までが地域行事などで役割を持つ

２　家族のつながりを大切にする

　∟　⑫家族と過ごす時間を持つ

課名

子育て支援課

こども園課

学校教育課

1-1-1-3



基本目標１　自分らしく生き生きと活躍する「ひと」づくり

◆ASAGOiNGな人を育む

◎市民一人一人が好きなこと・得意なことなどを地域社会で発揮し多様な活動を促進するひとづくり

１ 市民一人一人の好きなこと・得意なことが地域活動とつながる機会をつくる

■目標に向けたアクション体系

■取組状況と今後の予定

令和6年度までの取組状況 KPIの状況を踏まえた検証 目標達成に向けての取組・改善内容

若者を対象とした対話を開催す

るなど誰もが参加できる場づく

りに取り組んだ。また、インス

タグラム発信支援講座を開催

し、地域自治協議会のSNS等の

情報発信力を高めるとともに、

市民活動への参画者を増やす場

づくりになった。

様々な切り口による学びの場

は、新たな参画者が広がるきっ

かけにはなっている。それぞれ

の部署が情報を共有しながら、

学びの場から活動につながる機

会づくりを多くつくることが必

要。

新たな対話手法のオンラインプ

ラットフォーム等を活用した対

話の場づくりにより、時間等の

制約に関わらず参画できる仕組

みを構築するとともに、対話の

人数規模やテーマなども考慮

し、参画しやすい工夫を行う。

　テーマ別の活動に取り組める

よう情報共有を行った。各地域

自治協議会の広報やホームペー

ジの取組状況を共有することに

より、効果的な情報発信の方法

について研究した。

　コロナ禍において制限がか

かっていた地域活動も徐々に回

復しているが、目標値を下回っ

ている。

　テーマ型のコミュニティの活

動について、これまでの枠組み

にとらわれることなく関わりた

い方が参画しやすい仕組みづく

りを支援する。効果的な情報発

信の方法について、情報が共有

できる場を設定するなどの支援

を行う。

市民協働課

第２期朝来市創生総合戦略アクションプラン推進状況

１　多様な人がつながる場をつくる

　∟　①地域やテーマ別など多様な対話の場づくり

２　参加しやすい場をつくる

　∟　②誰もが参加できる場づくり（年齢・性別・開催時間など）

　∟　③多様な手法によるつながる場の情報発信

課名

総合政策課

1-1-2-1



基本目標１　自分らしく生き生きと活躍する「ひと」づくり

◆ASAGOiNGな人を育む

◎市民一人一人が好きなこと・得意なことを地域社会で発揮し多様な活動を促進するひとづくり

２ 人と人・地域・仕事をつなげる人を育む

■目標に向けたアクション体系

■取組状況と今後の予定

令和6年度までの取組状況 KPIの状況を踏まえた検証 目標達成に向けての取組・改善内容

　各地域自治協議会の取組状

況の情報共有や、３市連携と

してまちづくり部会が実施す

る研修への参加など地域にお

けるリーダーの育成に取り組

んだ。

　コロナ禍において制限がか

かっていた地域活動も徐々に

回復しているが、目標値を下

回っている。

　地域自治協議会の事務局を

中心に地域のコーディネー

ター育成に対する支援を継続

する。また、これまで地域活

動に関りが持ちにくかった若

者の視点や意見を運営に反映

できるような支援を行う。

第２期朝来市創生総合戦略アクションプラン推進状況

１　地域リーダーを育む

　∟　④地域リーダー等の研修・講座の開催

　∟　⑤若者が主体となって活躍できる場づくり

　∟　⑥区・地域自治協議会等での次世代リーダーの育成・継承

課名

市民協働課

1-1-2-2



基本目標１　自分らしく生き生きと活躍する「ひと」づくり

◆ASAGOiNGな仲間づくり

◎移住・定住の促進や関係人口の創出・拡大によるASAGOiNGな仲間づくり

１ 移住・定住の取組を推進する

■目標に向けたアクション体系

■取組状況と今後の予定

令和6年度までの取組状況 KPIの状況を踏まえた検証 目標達成に向けての取組・改善内容

・地域や移住サポーター等と

連携して、現地体験イベント

の実施やお試し住宅、空き家

バンクの運営に取り組んでい

る。

・兵庫県や近隣市町と連携し

て、都市部での移住フェア出

展等、情報発信に取り組んで

いる。

・住宅取得や空家活用に対す

る需要が継続しており、移住

者数は微増傾向である。

・兵庫県に特化した移住フェ

アへの出展に重点を置いたこ

とから、「体験・移住交流プ

ログラム件数」と「令和６年

度の移住相談件数」はやや減

少した。

・対面型のイベント出展や実

施に加え、オンライン相談も

積極的に取り入れる。

・兵庫県や近隣市町と連携

し、規模のメリットを生かし

た効果的な情報発信に取り組

む。

第２期朝来市創生総合戦略アクションプラン推進状況

１　移住・定住推進に向けた仕組をつくる

　∟　①空き家バンク制度の充実

　∟　②あさご暮らし体験住宅の活用

　∟　③移住サポーターの取組の充実

　∟　④あさご暮らしの魅力の発信

２　地域の主体的な取組を推進する

　∟　⑤体験会の開催等の移住推進に向けた取組

　∟　⑥空き家管理・清掃等空き家バンクと連携した取組

　∟　⑦あさご暮らしの魅力の発信

課名

市民協働課

1-2-1-1



基本目標１　自分らしく生き生きと活躍する「ひと」づくり

◆ASAGOiNGな仲間づくり

◎移住・定住の促進や関係人口の創出・拡大によるASAGOiNGな仲間づくり

２ 関係人口を創出・拡大する

■目標に向けたアクション体系

■取組状況と今後の予定

令和6年度までの取組状況 KPIの状況を踏まえた検証 目標達成に向けての取組・改善内容

・体験住宅や空き家バンクを二

地域居住的な利用にも活用いた

だいている。

関係人口から定住につながった

実績もあり、移住者数の増加に

一定の効果があるといえる。

ふるさと住民や二地域居住など

について、国の動向に注目する

とともに、事例研究を行う。

牛肉やお米、岩津ねぎ等の市内

特産品に加え、フォレストアド

ベンチャーや温泉施設、ゴルフ

場やグランピング施設など、本

市の自然を満喫できるアクティ

ビティ型の返礼品の追加に努

め、ふるさと納税額の増額に加

え、食だけでない本市の魅力発

信に注力する。

体験型返礼品として、アクティ

ビティやグランピング施設、宿

泊施設などのコンテンツは充実

してきており、申込もいくらか

入っている。

朝来市観光協会が提供する「竹

田城跡のドローン撮影権」を返

礼品で追加した。また、現地決

済型ふるさと納税の仕組を導入

した。

体験型返礼品は一定数のライン

ナップがあるものの、品物の返

礼品への申込が大半を占めてお

り、体験型返礼品への申込は多

くない。したがって都市部で開

催されるふるさと納税イベント

などの機会を活かして寄附者と

の交流を深め、関係人口の創出

を図る。

第２期朝来市創生総合戦略アクションプラン推進状況

１　地域を知り、つながる機会をつくる

　∟　⑧体験会や対話の場など地域・人・活動の魅力を伝える場づくり

　∟　⑨朝来市出身者等とSNSなどをとおしてつながる仕組みづくり

　∟　⑩大学生等との対話の場づくり

　∟　⑪多様な人が参加できる地域活動や地域の魅力の発信

２　地域の活動を応援する仕組みをつくる

　∟　⑫ふるさと納税を活用した体験・交流プログラムづくり

　∟　⑬企業寄付金などを活用した基金の検討

課名

市民協働課

経済振興課

1-2-1-2



基本目標１　自分らしく生き生きと活躍する「ひと」づくり

◆ASAGOiNGな仲間づくり

◎結婚を希望する人の出会いの機会の創出

１ 希望に応じた婚活を支援する

■目標に向けたアクション体系

■取組状況と今後の予定

令和6年度までの取組状況 KPIの状況を踏まえた検証 目標達成に向けての取組・改善内容

・令和５年度までは山東支所

の事業で、出会いの場創出や

コミュニケーション能力の向

上に資する機会の提供を行っ

た。

・令和６年度は市主催で１０

０人規模の大規模婚活イベン

トを実施した。

・出会いの場づくりを目的と

した民間団体の事業に助成金

を交付した。

・婚活イベントは継続的に実

施しており、一定の参加者数

があるものの、婚姻数が年々

減少している。

・参加者数の確保に加え、

個々のマッチングに係る支援

にも取り組む必要がある。

・より効果的な事業内容につ

いて、兵庫県等と連携して先

進事例の研究を行う。

第２期朝来市創生総合戦略アクションプラン推進状況

１　結婚を希望する人が出会う機会をつくる

　∟　①婚活イベントなど結婚を希望する人の出会いの場づくり

２　結婚を希望する人をつなげる仕組みを充実させる

　∟　②婚活事業の実施主体間の情報共有

　∟　③婚活イベントや支援の仕組みなどの広報の充実

課名

市民協働課

1-2-2-1



基本目標１　自分らしく生き生きと活躍する「ひと」づくり

◆ASAGOiNGな仲間づくり

◎結婚を希望する人の出会いの機会の創出

２ 自然な出会い、交流の機会をつくる

■目標に向けたアクション体系

■取組状況と今後の予定

令和6年度までの取組状況 KPIの状況を踏まえた検証 目標達成に向けての取組・改善内容

・令和５年度までは山東支所

の事業で、出会いの場創出や

コミュニケーション能力の向

上に資する機会の提供を行っ

た。

・令和６年度は市主催で１０

０人規模の大規模婚活イベン

トを実施した。

・出会いの場づくりを目的と

した民間団体の事業に助成金

を交付した。

・婚活イベントは継続的に実

施しており、一定の参加者数

があるものの、婚姻数が年々

減少している。

・参加者数の確保に加え、

個々のマッチングに係る支援

にも取り組む必要がある。

・より効果的な事業内容につ

いて、兵庫県等と連携して先

進事例の研究を行う。

第２期朝来市創生総合戦略アクションプラン推進状況

１　趣味やスポーツのつながりから出会う機会をつくる

　∟　④趣味・テーマごとの対話の場づくり

　∟　⑤レクリエーションスポーツ大会の開催

２　仕事のつながりから出会う機会をつくる

　∟　⑥職場間交流や異業種交流などの交流の場づくり

課名

市民協働課

1-2-2-2



基本目標１　自分らしく生き生きと活躍する「ひと」づくり

◆ASAGOiNGな仲間づくり

◎移住者や在住外国人などの地域の受入れ体制の充実

１ 移住前の地域の受入れ体制の充実を図る

■目標に向けたアクション体系

■取組状況と今後の予定

令和6年度までの取組状況 KPIの状況を踏まえた検証 目標達成に向けての取組・改善内容

・空き家バンクやお試し住宅

を利用して居住する場合は、

必ず地区面談を実施し、地域

情報を収集いただけるように

している。

・移住前に地域情報を収集す

る機会を設けることは、ミス

マッチを防ぐ役割を果たして

いる。

・引き続き地域と連携し、移

住後のトラブルやミスマッチ

を防ぐ取組を継続する。

外国人市民の受け入れをはじ

め、多文化共生社会をテーマ

にした講座を市の出前講座と

して募集し、申出により出前

講座を実施した（５回）。

あさご日本語教室について、

外国人を雇用する事業所や外

国人市民のニーズが多岐にわ

たることから課題も多くなっ

ている。

朝来市連合国際交流協会等の

団体や地域と連携し、あさご

日本語教室等を通じて、外国

人市民と地域との交流の場づ

くりを進める。

第２期朝来市創生総合戦略アクションプラン推進状況

１　地域情報を把握する

　∟　①区・地域自治協議会等の組織や行事の把握

　∟　②暮らしに関する情報の把握

　∟　③地域の個人・団体・グループ等の活動の把握

　∟　④地域の個人・団体・グループ等の活動に参加する仕組みの把握

２　移住希望者等へ地域情報を発信する

　∟　⑤多様な媒体を活用した発信

　∟　⑥ターゲットやテーマを絞った発信

３　地域で移住推進・受け入れに対する機運を高める

　∟　⑦移住者等とマッチングするための地域ニーズの把握・共有

　∟　⑧在住外国人受入れの出前講座の開催

課名

市民協働課

人権推進課

1-2-3-1



基本目標１　自分らしく生き生きと活躍する「ひと」づくり

◆ASAGOiNGな仲間づくり

◎移住者や在住外国人などの地域の受入れ体制の充実

２ 移住後の地域の受入れ体制の充実を図る

■目標に向けたアクション体系

■取組状況と今後の予定

令和6年度までの取組状況 KPIの状況を踏まえた検証 目標達成に向けての取組・改善内容

・空き家バンクやお試し住宅

を利用して居住する場合は、

必ず地区面談を実施し、地域

情報を収集いただけるように

している。

・移住前に地域情報を収集す

る機会を設けることは、ミス

マッチを防ぐ役割を果たして

いる。

・引き続き地域と連携し、移

住後のトラブルやミスマッチ

を防ぐ取り組みを継続する。

あさご日本語教室は、外国人

市民が日本で生活する上で必

要な日本語及び地域・文化等

を市民（ボランティア支援

者）から学ぶ場として活用さ

れている。

外国人市民人の増加に伴い、

日本語教室のニーズが増加し

ている。

ボランティア支援者等の人材

確保・育成が必要になってい

る。

外国人市民のニーズを把握し

民間団体による日本語教室と

連携し、様々な方法で学習機

会を提供できる取組を進める

必要がある。

第２期朝来市創生総合戦略アクションプラン推進状況

１　移住者や在住外国人と地域住民がつながる機会をつくる

　∟　⑨移住者や在住外国人の情報の把握・地域住民相互の共有

　∟　⑩移住者や在住外国人と地域住民との対話の場づくり

　∟　⑪移住者や在住外国人と地域住民との交流の場づくり

　∟　⑫移住者や在住外国人と地域をつなぐコーディネーターの育成

　∟　⑬移住者や在住外国人の困りごとなどが集まり解決するシンクタンクの役割を地域でつくる

課名

市民協働課

人権推進課

1-2-3-2



基本目標１　自分らしく生き生きと活躍する「ひと」づくり

◆一人一人の行動につなげる情報発信の充実

◎一人一人の行動につなげる情報発信の充実

１ 多様な媒体による情報発信を充実する

■目標に向けたアクション体系

■取組状況と今後の予定

令和6年度までの取組状況 KPIの状況を踏まえた検証 目標達成に向けての取組・改善内容

広報誌では、まちの動きや地

域・市民の活動を周知するとと

もに、特集で岩津ねぎをテーマ

とするなど、朝来市ならではの

資源や地域性をまちの魅力とし

て発信した。

更新した市ホームページのニー

ズをデータ解析し、人気のある

ページを見やすくするなどの改

良を行った。

欲しい人に欲しい情報を届ける

ラインセグメント配信のメ

ニューを市民生活に密着したも

のへと改良した。

市公式LINEにおいて情報発信の

内容に応じて、「届けたい人」

を絞り込み、配信内容を市民生

活に密着した情報へと特化した

ことで、生活情報の取得がより

便利になったという市民の意識

向上に繋がり、本市でのくらし

やすさが実感されることで、移

住を勧めたいというマインドに

も一定の影響を与えたと思われ

る。

一方で、市民一人一人が自らの

知識や経験を社会活動に活かせ

るよう誰にでも分かりやすい情

報発信を行う必要がある。

市民への支援制度の案内や市内

各地で開催されるイベント・出

来事を紹介するコーナーを設

け、地域密着型の広報誌を発行

することで、住んでてよかった

と思えるまちとしての魅力を発

信し、市民に共感されやすく、

行動喚起につながる広報に取り

組む。

第２期朝来市創生総合戦略アクションプラン推進状況

１　欲しい情報がすぐにキャッチできるように発信する

　∟　①検索しやすい情報の発信

　∟　②ウェブサイト閲覧者の情報を把握・分析し発信方法を改善

　∟　③誰にでも分かりやすい広報媒体の作成

２　届けたい人に届くように情報を発信する

　∟　④年齢に応じた多様な情報発信

　∟　⑤多言語対応した情報発信

　∟　⑥ターゲットやテーマを絞ってSNSなどを活用した情報発信

課名

秘書広報課

1-3-1-1



基本目標１　自分らしく生き生きと活躍する「ひと」づくり

◆一人一人の行動につなげる情報発信の充実

◎一人一人の行動につなげる情報発信の充実

２ 市民自らが結果だけでなく現在進行形の情報を発信する

■目標に向けたアクション体系

■取組状況と今後の予定

令和6年度までの取組状況 KPIの状況を踏まえた検証 目標達成に向けての取組・改善内容

市の重要施策に関する市民へ説明す

るまちづくりフォーラムを自治協議

会単位で開催した。地域課題等につ

いて地域住民と市長が意見交換を行

うふれあい市長室を全区で実施した

ほか、若者の声を市政に取り入れる

ことを目的として市内高校生との意

見交換を実施した。

また、情報発信は事業の一環という

意識を職員に持ってもらうため、

SNSの情報発信講座を開催した。

市政について意見交換を行うこと

が、まちづくりに主体的に参加でき

るまちというイメージの向上につな

がると考えられることから、今後も

対話の場を設けるとともに、広報誌

では、「まちの動き」や「人と活

動」を伝えることが、必要である。

広聴事業は、手法を検討しつつ継続

的に実施していく。

情報発信については、こまめにまち

の動きや市民の活動を伝える必要性

やそれに必要な技術を習得するため

の研修を行う。併せて、広報誌にお

いては、継続的に地域にくらす人や

その活動を取り上げ、市民に共感さ

れやすく、行動喚起につながる広報

に取り組む。

　市民によるSNS等の情報発信の定

着を図るために、インスタグラム発

信支援講座を開催し、インスタグラ

ム等のSNSを活用した地域自治協議

会等の情報発信力を高めるととも

に、市民活動への参加を促す場づく

りを行った。

地域自治協議会のインスタグラム等

のSNSを活用した情報発信につなが

りつつある一方で、継続した情報発

信にもつなげる必要がある。

地域自治協議会等へのアプローチは

継続させながら情報発信支援講座を

行っていく一方で、市民一人一人の

主体的な発信も継続して促進する。

　SNSを活用した地域の情報発信手

法について研修を開催するととも

に、効果的な情報発信の手法につい

て研究した。

　現時点で目標値に達成しているの

で引き続き事業を展開していく。

　SNSを活用した地域の情報発信手

法についての研修を実施するなど、

引き続き効果的な情報発信について

研究する。市民協働課

第２期朝来市創生総合戦略アクションプラン推進状況

１　コミュニケーションにより情報を発信する

　∟　⑦多様な人との対話の場づくり

　∟　⑧テーマごとの集いの場・対話の場づくり

　∟　⑨人の動き・考えなどを伝える

２　多様な媒体により情報を発信する

　∟　⑩情報発信手法を学ぶ講座開催

　∟　⑪情報リテラシーを学ぶ機会づくり

　∟　⑫多様な主体が現在進行形の動きを発信

課名

秘書広報課

総合政策課

1-3-1-2



基本目標２　魅力ある多様な「しごと」づくり

◆内発的な経済成長

◎市内企業で働く人材の確保

１ 市内企業の情報発信を行う

■目標に向けたアクション体系

■取組状況と今後の予定

令和6年度までの取組状況 KPIの状況を踏まえた検証 目標達成に向けての取組・改善内容

市内高等学校においては、キャリア

教育の一環として、しごとゼミに対

する期待が高く、カリキュラムとし

て定着している。

コロナ禍以降、概ね25事業所程度の

協力で、しごとゼミを実施している

が、生徒のキャリア教育と市内事業

所の人材確保に資する規模として、

現状の事業は、適正であると考えて

いるところ。

生徒数が減少していく中、学校と企

業、双方に資する事業として、適切

な規模感をもって実施したい。

・市が実施する就業支援施策につい

て、移住希望者に情報発信してい

る。

・令和６年度に実施された朝来市合

同企業説明会に参加した。

・移住後の就業先について不安を持

つ方は多く、市の支援施策をPRする

ことは効果的である。

・移住希望者から就業に係る相談が

あれば、経済振興課等と横断的に連

携し、個別の支援を継続的に実施す

る。

市内高校でキャリアトークカフェを

開催しつつ、市外にも生徒が通学し

ている状況も踏まえ、養父市内の高

校においてもキャリアトークカフェ

事業を開催した。

キャリアトークカフェ等をきっかけ

に市内企業等への就職につながりつ

つあり、本事業の継続は必要であ

る。八鹿高校、但馬農業高校でも開

催することで市外へ通学する生徒へ

魅力を伝える場づくりを行うことが

できた。

朝来市から八鹿高校、但馬農業高校

に通学する生徒数が多いことを踏ま

えて、引き続き養父市内でのキャリ

アトークカフェ事業を開催する。

トライやる・ウィーク推進事業によ

り、職場体験、勤労生産活動をとお

して、地域に学び、感謝の心を育む

ことができた。

トライやる・ウィーク推進事業によ

り、職場体験、勤労生産活動を通し

て、地域に学び、感謝の心を育むこ

とができた。

引き続き、兵庫型「体験教育」とし

て継続実施し、社会と関わる活動に

取り組んでいく。また、特色ある学

校づくり事業（あさごドリームアッ

プ事業）を活用しながらキャリア教

育の一環として実施していく。

学校教育課

第２期朝来市創生総合戦略アクションプラン推進状況

１　多様な手法により市内企業の情報を発信する

　∟　①広報紙やウェブサイトを活用した市民や親世代向けの情報発信

　∟　②SNSなどを活用した高校生・大学生・移住者向けの情報発信

　∟　③大学生・移住者向けの企業説明会などの対面型の情報発信

２　市内企業の魅力を伝える場をつくる

　∟　④市民や親世代へ伝える場づくり

　∟　⑤小・中学生へ伝える場づくり（トライやるウィークなど）

　∟　⑥高校生へ伝える場づくり（対話の場、しごとゼミなど）

　∟　⑦大学生へ伝える場づくり（対話の場など）

　∟　⑧移住者やUターン者などへ伝える場づくり（対話の場など）

３　企業と就職希望者とのマッチングを推進する

　∟　⑨就職希望者への伴走型支援（ジョブサポあさごなど）

課名

総合政策課

経済振興課

市民協働課

2-1-1-1 



基本目標２　魅力ある多様な「しごと」づくり

◆内発的な経済成長

◎市内企業で働く人材の確保

２ 生き方や朝来市で働き・暮らすイメージを持つ

■目標に向けたアクション体系

■取組状況と今後の予定

令和6年度までの取組状況 KPIの状況を踏まえた検証 目標達成に向けての取組・改善内容

市内事業所においては、特に若手従

業員の確保に困難を来しており、

キャリアトークカフェに対する期待

感は非常に強い。事業所の前向きな

取組により、しごとゼミの事業効果

の一層の向上を見込むことができ、

来年度以降も、事業所や高等学校の

意向も踏まえながら、効果的な事業

実施に繋げたい。

自然減と社会減に伴う生産年齢人口

の減少は、市内事業所の人手不足に

拍車をかけており、人材の確保は官

民双方の喫緊の課題である。市内の

魅力的な事業所の気づきということ

を踏まえると、現状の事業規模が適

正であり、今後も学校、生徒と企業

の調整をしつつ、丁寧な事業実施を

図りたいと考えている。

多くの市内事業所が人手不足の状況

にある中、特定の業種、事業所に偏

ることなく、生徒のキャリア教育

と、市内事業所の魅力発信に努めた

い。

高校生のキャリアトークカフェやし

ごとゼミを経て、具体的に働くイ

メージを得るため、実践的なイン

ターンシップの受入を行った。ま

た、芸術文化観光専門職大学の授業

の一つとして市のまちづくり等に関

する業務を体験する実習を受け入れ

ている。

和田山高校や連携している大学など

が実施するインターンシップに応じ

た受入に留まっており、インターン

シップを希望する高校生や大学生が

所属する学校に関係なく体験できる

機会がない。

インターンシップを希望する生徒や

学生に対しては、誰でもインターン

シップを体験できる機会を検討する

とともに、引き続き高校や大学等と

連携しながら、実習の受入等を実施

していく。

トライやる・ウィーク推進事業によ

り、職場体験、勤労生産活動を通し

て、地域に学び、感謝の心を育むこ

とができた。

トライやる・ウィーク推進事業によ

り、職場体験、勤労生産活動を通し

て、地域に学び、感謝の心を育むこ

とができた。

引き続き、兵庫型「体験教育」とし

て継続実施し、社会と関わる活動に

取り組んでいく。また、特色ある学

校づくり事業（あさごドリームアッ

プ事業）を活用しながらキャリア教

育の一環として実施していく。

学校教育課

総合政策課

経済振興課

第２期朝来市創生総合戦略アクションプラン推進状況

１　市内で活躍する多様な人との出会いの場をつくる

　∟　⑩学校での出会いの場づくり（キャリアトークカフェなど）

２　市内企業の仕事の魅力を体験する場をつくる

　∟　⑪中学生が体験する場づくり（トライやるウイークなど）

　∟　⑫高校生・大学生等が体験する場づくり（インターンシップなど）

課名

2-1-1-2



基本目標２　魅力ある多様な「しごと」づくり

◆内発的な経済成長

◎市内企業で働く人材の確保

３市内企業への就職を推進する取組を支援する

■目標に向けたアクション体系

■取組状況と今後の予定

令和6年度までの取組状況 KPIの状況を踏まえた検証 目標達成に向けての取組・改善内容

若手従業員の確保に苦慮する市

内事業所において、負担軽減制

度を設けることが、採用時の福

利厚生面におけるPRや、離職率

の低下に繋がることを継続的に

周知した。

人口減少や都市部における旺盛

な採用活動により、地方の事業

所は依然として人材確保に苦慮

している。そのような中、市内

事業所における新卒就業者数は

若干増加した。

当該事業を実施する事業者を広

く周知するため、就活サポート

ブックや、二十歳を祝う会での

ＰＲ、ＳＮＳ、商工会Lineでの

発信に努めた。今後も特にZ世代

への訴求を強化するため、SNS

を中心としたツールに注力す

る。令和６年度から、県制度に

準じて対象年齢、勤続年数の緩

和を行い、利用促進を図ったと

ころ、利用者は若干増加した。

第２期朝来市創生総合戦略アクションプラン推進状況

１　就職を促す取組を行う企業を支援する

　∟　⑬若手社員の奨学金返還を支援する市内企業への財政支援

課名

経済振興課

2-1-1-3



基本目標２　魅力ある多様な「しごと」づくり

◆内発的な経済成長

◎市内企業等の稼ぐ力の向上

１ 企業の経営支援を行う

■目標に向けたアクション体系

■取組状況と今後の予定

令和6年度までの取組状況 KPIの状況を踏まえた検証 目標達成に向けての取組・改善内容

あさご元気産業創生センター

において、市内企業からの

様々な相談の対応や補助を受

けるために必要となる計画の

策定支援を行いつつ、創業希

望者に対して起業等の支援を

行った。

コロナ禍においては、コロナ

関連支援金の相談が多かった

が、現在は起業に関する相談

や設備投資に積極的な製造業

からの相談等が増加してい

る。

今後も市内企業からの相談対

応や計画策定支援を行いつ

つ、起業等の支援を行う。

第２期朝来市創生総合戦略アクションプラン推進状況

１　後継者育成・事業承継の支援を行う

　∟　①商工会や金融機関と連携した支援の展開

　∟　②後継者育成・事業承継マインドを醸成する対話・学びの場づくり

２　設備拡大の支援を行う

　∟　③情報収集・情報提供等による伴走型支援

　∟　④設備拡大のための財政支援

　∟　⑤市内企業の規模拡張・企業誘致に向けた整備検討等

３　新分野進出の支援を行う

　∟　⑥情報収集・情報提供等による伴走型支援

　∟　⑦新分野進出のための財政支援

課名

経済振興課

2-1-2-1



基本目標２　魅力ある多様な「しごと」づくり

◆内発的な経済成長

◎市内企業等の稼ぐ力の向上

２ 起業しやすい環境をつくる

■目標に向けたアクション体系

■取組状況と今後の予定

令和6年度までの取組状況 KPIの状況を踏まえた検証 目標達成に向けての取組・改善内容

にぎわい創出支援事業等、各種

補助事業や元気産業創生セン

ター、市商工会との連携によ

り、多様な事業者の起業に努め

た。

コロナ禍において新規創業件数

は低調に推移し、現在は回復傾

向にあるが、物価高騰等の影響

により創業件数は伸び悩んでお

り、コロナ前の水準までは戻っ

ていない。

各種補助事業や相談支援機関と

の連携の下、起業後も継続して

伴走型による適切な支援に努め

たい。にぎわい創出補助金につ

いては、令和6年度から若者や移

住者に対する補助上限の引き上

げを行ったことからさらなる利

用促進に努める。

・起業人財交流館には、令和４

年度から３名の利用者が入居し

ている。

・利用者が市内に定着し事業継

続できるよう、経済振興課等と

連携した支援を行っている。

・起業経営に関する講座や利用

者が主体となったイベント開催

の拠点となっており、起業に関

心がある方の交流拠点にもなっ

ている。

・利用者が市内に定着し事業継

続できるよう、経済振興課等と

連携した支援を行っていく。

・利用者支援や施設運営にあ

たっては、地域との連携も強化

する。

第２期朝来市創生総合戦略アクションプラン推進状況

１　起業マインドを育む機会をつくる

　∟　⑧起業の魅力の情報発信

　∟　⑨起業者との対話・交流の場づくり

２　起業を支援する

　∟　⑩起業セミナーの開催など学びの場づくり

　∟　⑪起業前から起業後まで切れ目ない伴走型支援

　∟　⑫起業を応援する財政支援

　∟　⑬コワーキングスペースやインキュベーション施設など活動拠点の提供

課名

経済振興課

市民協働課

2-1-2-2



基本目標２　魅力ある多様な「しごと」づくり

◆内発的な経済成長

◎誰もが安心して希望に応じたやりがいのある働き方の実現

１ 誰も安心して働くことができる環境をつくる

■目標に向けたアクション体系

■取組状況と今後の予定

令和6年度までの取組状況 KPIの状況を踏まえた検証 目標達成に向けての取組・改善内容

市内事業所における人手不足感は強

く、子育て中の女性と短時間、少日

数で勤務できる市内事業所とのマッ

チングイベントを実施してきた。ま

た、令和5年度以降、デジタルで仕事

ができるスキルを身につけるための

講座「朝来クリエイタースクール」

を開催、これらの取組等により本市

における女性の就業率は県や全国の

平均に比べ高く、さらに上昇傾向に

ある。

また、令和6年度においては市内の外

国人材の雇用のニーズの高まりを踏

まえ、兵庫労働局、豊岡公共職業安

定所と共催で外国人セミナーを開催

した。

各種取組や、こども園整備等による

子育てしやすい環境により、市内の

女性就業者比率は上昇傾向にある。

更なる潜在労働力の掘り起こしのた

め、働く場だけでない多方面からの

アプローチを継続して実施する必要

がある。

今後、デジタル人材のニーズがます

ます高まることを踏まえ、引き続き

デジタル人材の育成支援事業を実施

する。

公立こども園７園、私立保育所２

園、私立こども園４園を開設してい

る。また、R２年11月から山東生涯

学習センター３階を、R3から朝来生

涯学習センター１階を日曜日に開放

している。さらに、Ｒ5年2月から

ファミリー・サポート・センター事

業を新たに実施している。

公立・私立こども園運営・私立保育

所運営・ファミリー・サポート・セ

ンター事業は、女性就業者の増の受

け皿となっている。

引き続き、同様の事業を実施する。

また、運営に必要となる人材の確保

に努める。

トライやる・ウィーク推進事業によ

り、職場体験、勤労生産活動をとお

して、地域に学び、感謝の心を育む

ことができた。

トライやる・ウィーク推進事業によ

り、職場体験、勤労生産活動を通し

て、地域に学び、感謝の心を育むこ

とができた。

引き続き、兵庫型「体験教育」とし

て継続実施し、社会と関わる活動に

取り組んでいく。また、特色ある学

校づくり事業（あさごドリームアッ

プ事業）を活用しながらキャリア教

育の一環として実施していく。

シルバー人材センターへの補助を実

施したほか、活動内容を掲載した広

報誌の全戸配布を支援し、高齢者の

就業機会等について広報を行った。

広報誌の全戸配付を支援した。会員

数は減少したが、受託契約金額は増

加し、会員に新たな就業に挑戦する

機会を提供することができた。

元気な高齢者が地域社会の課題解決

の担い手となって活躍するシルバー

事業を支援する観点から、引き続

き、シルバー人材センターへの補助

を実施するほか、広報誌等の全戸配

付を支援するなど、会員数及び就業

機会の拡大に協力する。

高年福祉課

こども園課

第２期朝来市創生総合戦略アクションプラン推進状況

１　若者が働きやすい環境をつくる

　∟　①労働時間など若者の働く価値観に応じた就業環境づくり

　∟　②働きながら資格や技術などが習得できる仕組みづくり

２　女性が働きやすい環境をつくる

　∟　③子育てしながらでも働きやすい企業の就業環境づくり

　∟　④女性が働きやすくするための市内企業の就業環境の発信

　∟　⑤市内の保育環境の充実

３　高齢者が働きやすい環境をつくる

　∟　⑥再就職に向けた支援

　∟　⑦シルバー人材センターと連携した高齢者の就業支援

４　外国人が働きやすい環境をつくる

　∟　⑧起業や地域と連携した生活支援を含めた受入れ体制づくり

課名

経済振興課

学校教育課

2-1-3-1 



基本目標２　魅力ある多様な「しごと」づくり

◆内発的な経済成長

◎誰もが安心して希望に応じたやりがいのある働き方の実現

２ 多様な働き方を推進する

■目標に向けたアクション体系

■取組状況と今後の予定

令和6年度までの取組状況 KPIの状況を踏まえた検証 目標達成に向けての取組・改善内容

子育て中の女性と短時間、少日数で

の勤務が可能な企業とのマッチング

イベント、「お仕事大相談会」や、

デジタルで仕事ができるスキルを身

につけるための講座「朝来クリエイ

タースクール」を実施してきた。

マッチングイベント「お仕事大相談

会」や「朝来クリエイタースクー

ル」は、市内事業者、働きたい女性

の関心も高く、一定の事業効果をあ

げている。

市内事業所、働きたい女性ともに、

マッチングイベントへのニーズは高

いことから、継続して実施するとと

もに、多様な生き方や働き方を提案

する事業として、女性デジタル人材

の育成支援事業「朝来クリエイター

スクール」を実施する。

第２期朝来市創生総合戦略アクションプラン推進状況

１　企業の意識改革と多様な働き方ができる仕組みをつくる

　∟　⑨短時間労働や副業（複業）などの仕組みづくりを支援

　∟　⑩短時間労働や副業（複業）希望者と企業とのマッチング

２　市民の意識改革を行う

　∟　⑪多様な生き方・働き方があることを伝える情報発信

　∟　⑫多様な生き方・働き方の魅力を伝える場づくり

課名

経済振興課

2-1-3-2



基本目標２　魅力ある多様な「しごと」づくり

◆交流人口拡大による経済循環活動の促進

◎朝来市の強みを生かした観光誘客の推進

１ 観光資源を発掘する

■目標に向けたアクション体系

■取組状況と今後の予定

令和6年度までの取組状況 KPIの状況を踏まえた検証 目標達成に向けての取組・改善内容

既存の体験型素材集（掲載プロ

グラム数31）及び関西万博を契

機としたひょうごフィールドパ

ビリオン認定プログラムの２件

に加え、竹田城跡に関連したツ

アー（お月見イベント、冬季特

別ツアー、ドローン撮影）３件

が造成された。

新たな体験プログラムの造成が

進んでいるものの、目標値の達

成が難しい状況である。

朝来市観光協会をはじめ地域自

治協議会や酒蔵など、多様な主

体と連携を図り、新たな体験プ

ログラムの検討など、新しいコ

ンテンツの開発を進める。

第２期朝来市創生総合戦略アクションプラン推進状況

１　体験型観光を推進する

　∟　①歴史体験プログラムの開発・実施

　∟　②自然体験プログラムの開発・実施

　∟　③農業体験プログラムの開発・実施

課名

観光交流課

2-2-1-1



基本目標２　魅力ある多様な「しごと」づくり

◆交流人口拡大による経済循環活動の促進

◎朝来市の強みを生かした観光誘客の推進

２ 観光地としての魅力を発信する

■目標に向けたアクション体系

■取組状況と今後の予定

令和6年度までの取組状況 KPIの状況を踏まえた検証 目標達成に向けての取組・改善内容

ウェブサイト・SNS、テレビ等

のロケ地を誘致・受入をし、二

次波及効果によるPRにつなげ

た。R6年度はSNSを活用した効

果的な情報発信を行ったほか、

JR姫路駅や淡路島での観光キャ

ンペーンなども実施した。

各種メディアでの情報発信の回

数は、インスタグラムなど多様

な手段を活用した結果、目標値

を大幅に超えている。

引き続き、ウェブサイト・SNS

をはじめ、広域団体と連携した

多言語サイトの活用など、の多

様な手段を活用して情報発信を

行う。また、積極的に映画等の

ロケ地を誘致・受入をすること

で、市のPRに繋げる。

第２期朝来市創生総合戦略アクションプラン推進状況

１　多様な手段により情報を発信する

　∟　④ウェブサイト・SNSなどを活用した観光資源の発信

　∟　⑤観光キャンペーンを活用した情報発信

　∟　⑥テレビ等のメディアを活用した情報発信

　∟　⑦マーケティングを意識した観光プロモーションの展開

　∟　⑧映画・ドラマのロケ地誘致活動

２　複合的な情報発信を展開する

　∟　⑨観光資源をつなぐストーリーを活用した情報発信

　∟　⑩異分野を組み合わせた情報発信（食×歴史など）

課名

観光交流課

2-2-1-2



基本目標２　魅力ある多様な「しごと」づくり

◆交流人口拡大による経済循環活動の促進

◎観光客一人当たりの観光消費額の拡大

１ 周遊型観光を推進する

■目標に向けたアクション体系

■取組状況と今後の予定

令和6年度までの取組状況 KPIの状況を踏まえた検証 目標達成に向けての取組・改善内容

広域連携により、新たに日本遺

産構成文化財を巡る周遊コース

や特典の設定を行い、広くPRし

た。

宿泊施設と連携したサイクリン

グ観光を実施した。

着地型観光商品の販売促進な

ど、観光消費額の増加に繋がる

取組を行う必要がある。

引き続き、市内を周遊し観光消

費を促すような商品の造成及び

販売などを行う。

また、設定された日本遺産周遊

コース等を活用するため、広域

連携による情報発信や旅行商品

としての販売を図る。

第２期朝来市創生総合戦略アクションプラン推進状況

１　多様なストーリーで地域資源をつなげる

　∟　①モデルコースの設定、整備、情報発信

２　二次交通の充実を図る

　∟　②天空バス・タクシーの活用推進

　∟　③サイクリングの活用推進

課名

観光交流課

2-2-2-1



基本目標２　魅力ある多様な「しごと」づくり

◆交流人口拡大による経済循環活動の促進

◎観光客一人当たりの観光消費額の拡大

２ 滞在型観光を推進する

■目標に向けたアクション体系

■取組状況と今後の予定

令和6年度までの取組状況 KPIの状況を踏まえた検証 目標達成に向けての取組・改善内容

山東町矢名瀬町の２軒の酒蔵の

観光コンテンツ化に向けた検討

を続け、インバウンドに向けた

モニターツアーを実施した。

市内のグルメをPRするショート

動画の配信を行った。

宿泊施設と連携し、宿泊者限定

の竹田城跡冬季特別ツアーを実

施した。

観光消費額の増加に向けて、宿

泊を促す取組を行う必要があ

る。

引き続き、市内の滞在時間を増

加させるために、夜間や冬季の

魅力的なコンテンツ開発や宿泊

を伴うツアーなど、朝来市特有

の地域資源を活用した取組を実

施するとともに、それらの広報

を充実させる。

第２期朝来市創生総合戦略アクションプラン推進状況

１　宿泊地としての魅力を創出する

　∟　④ライトアップ等のによる夜の魅力や早朝の魅力の創出

　∟　⑤民泊の推進支援

２　食の充実を図る

　∟　⑥地元食材にストーリーを付すことによる付加価値の向上

　∟　⑦但馬牛・岩津ねぎなど朝来市産の食材を生かしたメニュー拡大

　∟　⑧地酒の活用

課名

観光交流課

2-2-2-2



基本目標２　魅力ある多様な「しごと」づくり

◆交流人口拡大による経済循環活動の促進

◎観光客一人当たりの観光消費額の拡大

３ 観光受けれ体制を強化する

■目標に向けたアクション体系

■取組状況と今後の予定

令和6年度までの取組状況 KPIの状況を踏まえた検証 目標達成に向けての取組・改善内容

竹田城跡でのユニバーサルツー

リズムの実証実験を実施した。

竹田城跡ガイド養成講座を実施

し、新たな人材の確保や育成に

向けた取組を行い、観光客を受

け入れる体制の強化を図った。

新たな観光ガイドの増員もある

もの、高齢化等による観光ガイ

ドからの引退やガイド団体の休

止により、全体としては増減が

あり、ガイド人材の大幅な増加

は難しい。

引き続き、受入体制の強化や担

い手の確保のため、新たな観光

ガイド養成講座を実施し、市内

中学校・高等学校などへも広報

を行う。

また、兵庫県のユニバーサル

ツーリズムを推進している有識

者とも連携しながら、引き続き

ユニバーサルツーリズムの導入

の検討を行う。

第２期朝来市創生総合戦略アクションプラン推進状況

１　誰もが安心して訪れることができる環境をつくる

　∟　⑨観光ユニバーサルデザインに配慮した取組

２　観光ガイドやおもてなし人材を充実・強化する

　∟　⑩高校との連携など若い人材へのアプローチ

　∟　⑪観光ガイド人材の確保・育成に向けた取組

　∟　⑫市民のおもてなし力向上に向けた取組

課名

観光交流課

2-2-2-3



基本目標２　魅力ある多様な「しごと」づくり

◆交流人口拡大による経済循環活動の促進

◎観光客一人当たりの観光消費額の拡大

４ 観光推進体制を強化する

■目標に向けたアクション体系

■取組状況と今後の予定

令和6年度までの取組状況 KPIの状況を踏まえた検証 目標達成に向けての取組・改善内容

令和２年度に朝来市観光協会が

設立され、以降職員体制が強化

される中で、様々な業務（朝来

市版DMO推進、プロモーション

事業、観光案内所管理運営等）

を委託した。また、令和５年度

から一般社団法人となった。

第２次観光基本計画のロード

マップに基づき推進組織の強化

を行い、推進体制を整えた。

令和６年度からは第３次観光基

本計画期間となり、法人化され

た朝来市観光協会が、観光地経

営を実践する組織となるよう、

市内法人・団体等と連携し、観

光商品の開発など様々な事業を

進められるよう、連携を図りな

がら進める。

第２期朝来市創生総合戦略アクションプラン推進状況

１　観光推進組織を充実・強化する

　∟　⑬観光協会の体制の強化

　∟　⑭観光関連団体相互、農林業や商工業等との連携の強化

課名

観光交流課

2-2-2-４



基本目標２　魅力ある多様な「しごと」づくり

◆交流人口拡大による経済循環活動の促進

◎インバウンド観光の推進

１ 訪日外国人旅行者の受け入れ体制づくりを行う

■目標に向けたアクション体系

■取組状況と今後の予定

令和6年度までの取組状況 KPIの状況を踏まえた検証 目標達成に向けての取組・改善内容

多言語サイトの活用や海外への

観光パンフレットの現地送付に

より、インバウンド向けのPRを

展開した。

観光案内所においてもキャッ

シュレス決済を導入した。

R2年以降、新型コロナウイルス

の影響によりインバウンドの来

訪者数は激減した。アフターコ

ロナであるR5年度からは、イン

バウンドが戻ってきているが、

目標達成は難しい。

2025年大阪・関西万博を契機と

し、関係機関と連携し、ひょう

ごフィールドパビリオンの実施

や多言語での情報発信サイトの

活用、空港でのイベントなど、

市へのインバウンド誘客を積極

的に行う。

第２期朝来市創生総合戦略アクションプラン推進状況

１　スムーズに受け入れるための環境を整備する

　∟　①多言語に対応した看板・パンフレットの作成

　∟　②多言語対応人材の発掘・活用

２　消費活動を促進する環境を整備する

　∟　③キャッシュレス化の推進

課名

観光交流課

2-2-3-1



基本目標２　魅力ある多様な「しごと」づくり

◆儲ける農林畜産業への転換

◎農林畜産業の担い手の確保・育成

１ 生業としての農林畜産業の担い手を確保・育成する

■目標に向けたアクション体系

■取組状況と今後の予定

令和6年度までの取組状況 KPIの状況を踏まえた検証 目標達成に向けての取組・改善内容

コロナ渦で中止となっていた新規就

農希望者向けフェストが再開したた

め参加し、新規就農希望者研修制度

を周知し、新たな担い手の確保に務

めた。

また、Uターン、地元就農希望者向

けに新たな研修制度を制定した。

研修を修了（早期修了者を含む）し

た者は、市内での新規就農者として

営農を行っている。その大半の者が

認定新規就農者として認定を受けて

おり一定の効果があるが、目標人数

には届かなかった。

新規就農希望者向けフェストやセミ

ナーに継続して参加するとともに、

研修制度を充実させ、更なる担い手

の確保に努める。

第２期朝来市創生総合戦略アクションプラン推進状況

１　認定農業者など農林畜産業を生業とする人を育成する

　∟　①経営能力向上に向けた支援

　∟　②農林畜産業者間のネットワークづくり

２　新規就農者など新たに農林畜産業を生業にしようとする人を確保・育成する

　∟　③就農希望者向けイベントの出展など農林畜産業の魅力の発信

　∟　④農家とのマッチング等の研修・相談など自立支援体制の充実

　∟　⑤子どもの頃から農林畜産体験など学びの機会の充実

課名

農林振興課

2-3-1-1



基本目標２　魅力ある多様な「しごと」づくり

◆儲ける農林畜産業への転換

◎農林畜産業の担い手の確保・育成

２ 農林畜産業に多様な人が多様な関わり方をする

■目標に向けたアクション体系

■取組状況と今後の予定

令和6年度までの取組状況 KPIの状況を踏まえた検証 目標達成に向けての取組・改善内容

女性農業研修生も女性農業者グ

ループに参加し、地域農業への

参画、農業機械の講習会、イベ

ント出展など積極的に活動し

た。

農村部や農業コミュニティにお

いては、トイレや衛生設備の整

備が不十分な地域が多く存在し

ている。特に女性にとっては、

これらの施設の不備は深刻な問

題となっており、女性農業者が

増加しない原因のひとつと考え

ている。

農業研修生の確保、就農相談、

体験等を上手く活用し、女性農

業者の確保に努める。

ほ場環境の整備に対する支援制

度等が必要である。

第２期朝来市創生総合戦略アクションプラン推進状況

１　多様な関わり方を創出する

　∟　⑥女性などが短時間労働等で農林畜産業に関わる仕組みづくり

　∟　⑦高齢者などが軽作業等で農林畜産業に関わる仕組みづくり

　∟　⑧副業（複業）などで農林畜産業に関わる仕組みづくり

　∟　⑨福祉と連携した農林畜産業の推進

２　新しい農業を支える仕組みをつくる

　∟　⑩経営規模拡大・安定に向けた法人化の推進

　∟　⑪CSA（地域支援型農業）導入に向けた取組の推進

課名

農林振興課

2-3-1-2



基本目標２　魅力ある多様な「しごと」づくり

◆儲ける農林畜産業への転換

◎農業所得向上に向けた取組の推進

１ 農産物の販路を拡大する

■目標に向けたアクション体系

■取組状況と今後の予定

令和6年度までの取組状況 KPIの状況を踏まえた検証 目標達成に向けての取組・改善内容

・市内農業者グループによる関西圏

又は関東圏への販路を開拓し所得向

上に繋げている。

・新技術導入研究と販路開拓を目的

に、「加工用馬鈴薯」の栽培に挑戦

している。

販路確保において課題となる農産物

量の確保が不安定である。

加工用馬鈴薯の試験栽培１年目は、

収量が少なく、品質も悪い状態であ

る。

・効率的な集荷体制や更なる販路拡

大のため、地域と協力した生産・流

通体制を確立する必要がある。

・加工用馬鈴薯については、試験栽

培を継続し、専門家による講習会等

を行い、収量及び品質の向上を図

る。

第２期朝来市創生総合戦略アクションプラン推進状況

１　多様な販路を設ける

　∟　①仲介事業者を通さない直販の強化

　∟　②地産地消の取組の推進

　∟　③海外への販路開拓

課名

農林振興課

2-3-2-1



基本目標２　魅力ある多様な「しごと」づくり

◆儲ける農林畜産業への転換

◎農業所得向上に向けた取組の推進

２ 農産物の高付加価値化を図る

■目標に向けたアクション体系

■取組状況と今後の予定

令和6年度までの取組状況 KPIの状況を踏まえた検証 目標達成に向けての取組・改善内容

企業等との連携により、新特産

物（加工用馬鈴薯）の試験栽培

を実施。また有機農業の発展し

た考え方であるBLOF理論の講習

会、実証等を実施し、農産物の

高付加価値化を推進した。

加工用馬鈴薯を栽培する農業者

が増えた。

収量及び品質の確保が課題であ

る。

BLOF理論による有機栽培方法の

認知が低い。

講習会等による栽培技術の取得

と向上を図り、収量と品質向上

を確保できるように支援を行

う。

オーガニックビレッジ宣言を機

に市内での認知を深め、有機栽

培の拡大を図り、特産物の高付

加価値化を目指す。

第２期朝来市創生総合戦略アクションプラン推進状況

１　競争力のある商品を開発する

　∟　④高校・大学・企業との連携などによる商品開発

２　情報発信力を強化する

　∟　⑤農畜産物や生産者の魅力の発信

３　既存農産物の地域ブランド力を向上する

　∟　⑥高校・大学・企業との連携などによる地域ブランド力の向上

　∟　⑦有機JAS、GAP、HACCP認証取得支援

課名

農林振興課

2-3-2-2



基本目標２　魅力ある多様な「しごと」づくり

◆儲ける農林畜産業への転換

◎生産量拡大や作業負担軽減・低コスト化に向けた新たな農林畜産業の推進

１ 生産量拡大や作業負担軽減のための設備・機械の導入拡大を推進する

■目標に向けたアクション体系

■取組状況と今後の予定

令和6年度までの取組状況 KPIの状況を踏まえた検証 目標達成に向けての取組・改善内容

・農業経営スマート化促進事業

や農業生産コスト低減緊急対策

事業等を実施し、農業者に対す

る効果的な機械（設備）導入支

援を行った。

・認定新規就農者への機械導入

支援を行った。

・機械のスマート化やコスト低

減に資する機械の導入により、

労働時間の縮減、省力化に寄与

しているが、近年の物価高騰に

より、農業機械購入費、資材費

も同様であるため、導入の見送

り、延期するケースが増えてい

る。

市内農産物の安定的及び効果的

な生産を達成するため、今後も

継続して事業を行う。

第２期朝来市創生総合戦略アクションプラン推進状況

１　設備・機械導入の普及を推進する

　∟　①設備・機械導入による農作業環境の改善状況の周知

　∟　②設備・機械の導入支援

課名

農林振興課

2-3-3-1



基本目標２　魅力ある多様な「しごと」づくり

◆儲ける農林畜産業への転換

◎生産量拡大や作業負担軽減・低コスト化に向けた新たな農林畜産業の推進

２ 新技術の導入検討を行う

■目標に向けたアクション体系

■取組状況と今後の予定

令和6年度までの取組状況 KPIの状況を踏まえた検証 目標達成に向けての取組・改善内容

生産量の増及び付加価値の高い

農産物の生産を目指しBLOF理論

講習会及び実証を行った。

現在、市内農業者がBLOF理論を

実践しており、今後、有機農業

取組者の増につながると思料す

る。

オーガニックビレッジ宣言、

BLOF理論講習会等を開催するこ

とにより、有機農業の基盤を醸

成していく。

第２期朝来市創生総合戦略アクションプラン推進状況

１　大学・企業など研究機関と連携した取組を推進する

　∟　③生産量拡大に向けた研究

　∟　④農業者と連携した作業の負担軽減に向けた研究

　∟　⑤農業者と連携した低コスト化に向けた研究

課名

農林振興課

2-3-3-2



基本目標２　魅力ある多様な「しごと」づくり

◆儲ける農林畜産業への転換

◎森林の利活用の推進

１ 林業の成長産業化を推進する

■目標に向けたアクション体系

■取組状況と今後の予定

令和6年度までの取組状況 KPIの状況を踏まえた検証 目標達成に向けての取組・改善内容

森林環境譲与税を活用し、木質

バイオマス発電所への木材の搬

出支援、薪ストーブ等の設置促

進、地域産材を使った木育用玩

具の制作と新生児への配布を新

規事業として実施した。

成果指標は達成しており、既存

事業の継続により、更なる素材

生産の推進を図るとともに、林

業労働者の確保に向けた制度の

新設等、未達の活動指標につい

ても達成に向けた取組を進め

る。

令和6年度の新たな事業として、

林業従事者の社会保障制度掛け

金支援、小学生を対象とした林

業事業体による森林環境教育を

開始する。

第２期朝来市創生総合戦略アクションプラン推進状況

１　森林資源を活用する

　∟　①FSC取得認証など建築材としてのブランド化の推進

　∟　②ミツマタなど林床植物の商品化

　∟　③木質バイオマスの推進

　∟　④建築・加工品など木材の地産地消の推進

２　林業の担い手を確保する

　∟　⑤林業の魅力の発信

　∟　⑥林業フェアへの参加

課名

農林振興課

2-3-4-1



基本目標２　魅力ある多様な「しごと」づくり

◆儲ける農林畜産業への転換

◎森林の利活用の推進

２ 森林が持つ公益的機能の増進を図る

■目標に向けたアクション体系

■取組状況と今後の予定

令和6年度までの取組状況 KPIの状況を踏まえた検証 目標達成に向けての取組・改善内容

手入れ不足の人工林の間伐整備

（私有林整備）により、下層植

生を呼び込み、多様性と多面的

機能の向上を図っている。

また、自然学校での森林教育プ

ログラムを実施した。

私有林整備面積は策定当初に比

べて順調に増加している。

私有林整備については森林環境

譲与税を活用し継続的に実施し

ていく。

第２期朝来市創生総合戦略アクションプラン推進状況

１　環境資源としての森林を守る取組を推進する

　∟　⑦広葉樹林化などの環境林の整備

　∟　⑧環境教育の推進

課名

農林振興課

2-3-4-2



基本目標３　誰もが希望を持ち、心豊かに安心して暮らせる「まち」づくり

◆地域コミュニティを基盤とした誰にも居場所と役割のあるまちづくり

◎地域特性を生かした地域の主体的なまちづくりの推進

１ 多様な主体による主体的・自律的な地域経営を推進する

■目標に向けたアクション体系

■取組状況と今後の予定

令和6年度までの取組状況 KPIの状況を踏まえた検証 目標達成に向けての取組・改善内容

　SNSを使った情報発信の手

法等、多様な主体が参加でき

るこれからの地域づくりにつ

いて学ぶ機会を提供した。ま

た、各地域自治協議会のまち

づくり計画の見直しをアドバ

イザーとともに支援してき

た。

　地域づくりの学びの場や対

話の場は提供してきたもの

の、コロナ禍において地域の

事業展開に制限がかかったこ

とにより目標値を下回ってい

る指標も見受けられる。

　SNSを活用した地域の情報

発信手法についての研修の実

施する。また、地域コミュニ

ティをつなぐネットワークの

構築について検討する。

第２期朝来市創生総合戦略アクションプラン推進状況

１　地域住民の意見が反映される仕組みをつくる

　∟　①多様な主体による地域での対話の場づくり

　∟　②住民アンケート調査等による地域住民の意見の把握

２　多様な主体が参画する

　∟　③地域住民への地域情報の発信

　∟　④誰もが自分のできることで参画可能な仕組みづくり

　∟　⑤ネット活用等による誰もが参画できる会議手法の導入

課名

市民協働課

3-1-1-1



基本目標３　誰もが希望を持ち、心豊かに安心して暮らせる「まち」づくり

◆地域コミュニティを基盤とした誰にも居場所と役割のあるまちづくり

◎地域特性を生かした地域の主体的なまちづくりの推進

２ 多様な主体による主体的・自律的な地域経営を支援する

■目標に向けたアクション体系

■取組状況と今後の予定

令和6年度までの取組状況 KPIの状況を踏まえた検証 目標達成に向けての取組・改善内容

　地域自治協議会等地域コミュニ

ティへの伴走支援について、会計年

度任用職員を配置するなど支援体制

の構築を進めた。地域まちづくり計

画の見直しを行う地域自治協議会に

対して、必要に応じてアドバイザー

を招聘し支援してきた。また、３市

連携による地域自治協議会向けの研

修の開催を行い、これからの地域づ

くりについて学ぶ機会を提供した。

　地域づくりの学びの場や対話の場

は提供してきたものの、コロナ禍に

おいて地域の事業展開に制限がか

かったことにより目標値を下回って

いる指標も見受けられる。

　引き続き地域自治協議会等地域コ

ミュニティへの伴走支援体制の充実

を図る。またアドバイザーの招聘が

必要な場合は兵庫県と連携しながら

支援を継続する。また、３市連携に

よる地域自治協議会向けの研修の開

催についても、継続して開催するこ

とにより地域づくりについて学ぶ機

会を提供する。

第２期朝来市創生総合戦略アクションプラン推進状況

１　地域の主体的な活動を支援する

　∟　⑥地域自治協議会等への必要に応じた伴走型支援

　∟　⑦アドバイザーの招へい

　∟　⑧多様な市民活動の活動促進支援

　∟　⑨市内の多様な主体や多様な活動をつなぐ対話の場づくり

２　地域づくりの学びの場をつくる

　∟　⑩地域自治協議会運営等の地域づくりの学びの場の開催

　∟　⑪地域リーダー育成に向けた取組

課名

市民協働課

3-1-1-2



基本目標３　誰もが希望を持ち、心豊かに安心して暮らせる「まち」づくり

◆誰もが安心して楽しく暮らせるまちづくり

◎一人一人が地域とつながりを持ち安心して自分らしく暮らすことができる地域共生社会の実現

１ 地域での多様なつながりの場をつくる

■目標に向けたアクション体系

■取組状況と今後の予定

令和6年度までの取組状況 KPIの状況を踏まえた検証 目標達成に向けての取組・改善内容

民生委員・児童委員は、地域の福祉

活動のキーパンソンとして、見守り

や声掛け、集いの場の運営などを通

し、地域のつながりづくりに努めて

いる。

民生委員・児童委員の役割や活動を

市民に周知し、地域での見守り体制

づくりを行った。

引き続き、民生委員・児童委員の役

割や活動の周知や研修実施等の活動

支援を行う。

また、多様な主体と協働し、人と人

とのつながりや社会参加の機会を創

出する地域づくりを進めていく。

老人福祉センターや介護予防施設等

において各種団体が活動できる場と

して施設管理を実施した。

管轄する施設は、高齢者や市民で構

成する各種団体等が利用している。

各施設とも一定の利用者はあるもの

の、団体等が利用する施設の多様化

や、人口減少、高齢化等によって、

管轄施設の利用者数は減少傾向にあ

る。

各施設ともに老朽化が進んでいる状

況だが、各施設・設備に関して必要

に応じてメンテナンスを施すなど、

引き続き各種団体に気持ちよく施設

を利用いただくために、適切な管理

を行う。

地域ミニデイやぷちサロン等の住民

主体の通いの場については、社会福

祉協議会の生活支援コーディネー

ターが伴走支援を行い、体制の拡充

を図った。いきいき百歳体操では、

75歳到達者を対象とした「75歳会」

を開催し、参加者への個別アプロー

チにより新規グループの立ち上げを

促進した。

ミニデイはR7の最終目標87グループ

に対し86グループ、いきいき百歳体

操は83グループの目標に対し93グ

ループを達成するなど、いずれも成

果を得た。生活支援コーディネー

ターによる定期的な支援や、75歳会

を活用した個別勧奨が効果的であっ

たと考えられる。

今後は、参加しやすい雰囲気づくり

や情報発信に重点を置き、生活支援

コーディネーターによる伴走支援を

継続しする。また、住民一人ひとり

の“できること”を活かせるよう、運

営係やボランティアなど多様な関わ

り方を提示し、「役割を持つことが

居場所づくりにつながる」仕組みを

広げていく。

包括支援

センター

第２期朝来市創生総合戦略アクションプラン推進状況

１　属性・テーマの横断的なつながりをつくる

　∟　①多様な人が集う複合的な地域の居場所づくり

　∟　②誰もが自分のできることで役割を持つ

　∟　③参加しやすいオープンな場づくり

　∟　④地域内で声をかけ参加しやすい雰囲気づくり

　∟　⑤多様な主体と連携した事業・場づくり

２　属性・テーマごとなど多様なつながりをつくる

　∟　⑥参加しやすい小さな単位の場づくり

　∟　⑦短時間・子連れ参加など誰もが参加しやすい場づくり

　∟　⑧地域の多様な集いの場などの情報発信

　∟　⑨多様性を認め合う地域の雰囲気づくり

課名

社会福祉課

高年福祉課

3-2-1-1



基本目標３　誰もが希望を持ち、心豊かに安心して暮らせる「まち」づくり

◆誰もが安心して楽しく暮らせるまちづくり

◎一人一人が地域とつながりを持ち安心して自分らしく暮らすことができる地域共生社会の実現

２ 地域で孤立しがちな方とのつながりをつくる

■目標に向けたアクション体系

■取組状況と今後の予定

令和6年度までの取組状況 KPIの状況を踏まえた検証 目標達成に向けての取組・改善内容

民生委員・児童委員や朝来市社会福

祉協議会の活動を通して、住民同士

のつながりづくりを進める。令和５

年度からひきこもりの居場所を２カ

所に増設、また外出するハードルが

高い方へのオンライン居場所も設置

し対象者の把握や寄り添いながら問

題解決への支援を行った。

ひきこもり問題や生活困窮者への支

援策等、個々の取り巻く課題が多様

化しており各関係機関と連携し「つ

なぐ支援」を行い社会参加できる体

制づくりに努めた。

民生委員・児童委員や社会福祉協議

会、地域の活動団体等と連携し地域

のつながりづくりを支援する。

ひきこもりに対する理解推進と支援

力向上のため各支援団へ研修会を継

続し、特色を活かした居場所づくり

を目指す。

地域での高齢者の集いの場や健康づ

くり活動のため老人クラブの活動に

対する補助を実施し、支援を行っ

た。

クラブ数、会員数ともに前年度に比

べ減少している。（クラブ数60→58

会員数2,111人→2,003人）

老人クラブ数や会員数の減少には、

就労年齢の高齢化に加え、ライフス

タイルの変化など、様々な問題が影

響していると考えられる。老人クラ

ブは高齢者が地域社会とのつながり

を維持する上で極めて重要役割を

担っている。

老人クラブは高齢者が地域社会との

つながりを維持する上で極めて重要

な位置づけであることを踏まえ、引

き続き、活動に対する補助を実施す

るとともに、クラブの数、会員数の

減少に歯止めをかけるべく、関係機

関と連携し、今後の老人クラブの在

り方、方向性等について合意形成を

図る必要がある。

地域で孤立しがちな方を支えるた

め、地域包括支援センターでは「一

人ひとりを支える向こう三軒両隣会

議」を高齢者相談センターにも委託

し、令和6年度は年間122回開催し

た。困難を抱える方々が地域のつな

がりの中で暮らし続けられるよう、

関係機関が連携して支援を行った。

「いきいき長生き応援事業」におけ

る幸福度調査では、要支援認定を受

けている高齢者のうち、幸福度7点〜

10点の高評価を示した人が全体の

77％を占めた。この数値は、市が実

施した令和7年度の市民アンケート

（70〜90代で高得点が56.4％）を上

回っており、つながりのある支援に

よる生活満足度の向上がうかがえる

結果となった。

高齢者が年齢を重ねる中で、持病の

進行や身体機能の低下により孤立し

やすくなる傾向があるが、専門職が

適切なタイミングで介入し、地域活

動や人とのつながりを持つことで、

幸福度の向上が見られたことから、

今後も、地域の中で孤立を防ぎ、支

援につなげるため、専門職によるア

ウトリーチや声かけを強化し、地域

活動への参加促進を支える体制を継

続的に構築していく。

包括支援

センター

第２期朝来市創生総合戦略アクションプラン推進状況

１　地域の人・集いの場などをつなげる機会をつくる

　∟　⑩地域で孤立しがちな方への声かけ

　∟　⑪孤立しがちな方が相談しやすい関係づくり

２　多様なつながりのかたちをつくる

　∟　⑫事業・行事等に参加しなくても地域の中でつながりを持つ

課名

社会福祉課

高年福祉課

3-2-1-2



基本目標３　誰もが希望を持ち、心豊かに安心して暮らせる「まち」づくり

◆誰もが安心して楽しく暮らせるまちづくり

◎在住外国人など多様な人が安心して暮らすことができる多文化共生社会の実現

１ 在住外国人などの暮らしの困りごと等を把握する

■目標に向けたアクション体系

■取組状況と今後の予定

令和6年度までの取組状況 KPIの状況を踏まえた検証 目標達成に向けての取組・改善内容

日本語教室の開催場所を２か

所に拡充したことにより、外

国人市民に対し、学習機会の

提供を行っている。

外国人市民人の増加に伴い、

日本語教室のニーズが増加し

ている。

ボランティア支援者等の人材

確保・育成が必要になってい

る

外国人市民のニーズを把握し

民間団体による日本語教室と

連携し、様々な方法で学習機

会を提供できる取組を進める

必要がある。

第２期朝来市創生総合戦略アクションプラン推進状況

１　在住外国人の困りごとを把握する

　∟　①在住外国人との対話の場づくり

２　企業や地域住民の困りごとを把握する

　∟　②企業や地域住民との対話の場づくり

課名

人権推進課

3-2-2-1



基本目標３　誰もが希望を持ち、心豊かに安心して暮らせる「まち」づくり

◆誰もが安心して楽しく暮らせるまちづくり

◎在住外国人など多様な人が安心して暮らすことができる多文化共生の実現

２ まちの情報を在住外国人に伝える

■目標に向けたアクション体系

■取組状況と今後の予定

令和6年度までの取組状況 KPIの状況を踏まえた検証 目標達成に向けての取組・改善内容

外国人市民に対し、日本語教

室の開催場所を２か所に拡充

したことにより、学習機会の

提供を行っている

外国人市民人の増加に伴い、

日本語教室のニーズが増加し

ている。

ボランティア支援者等の人材

確保・育成が必要になってい

る

あさご日本語教室等を通じ

て、外国人市民と地域との交

流の場づくりを進める。

第２期朝来市創生総合戦略アクションプラン推進状況

１　多言語対応による情報発信を行う

　∟　③日常の暮らしに必要な情報の多言語化

　∟　④災害時の対応方法や防災情報などの多言語化

２　在住外国人とのコミュニケーションを促進する

　∟　⑤日本語教室の開催

　∟　⑥在住外国人が参加できるイベントの開催

課名

人権推進課

3-2-2-2



基本目標３　誰もが希望を持ち、心豊かに安心して暮らせる「まち」づくり

◆誰もが安心して楽しく暮らせるまちづくり

◎在住外国人など多様な人が安心して暮らすことができる多文化共生の実現

３ 在住外国人と地域の人とのつながりをつくる

■目標に向けたアクション体系

■取組状況と今後の予定

令和6年度までの取組状況 KPIの状況を踏まえた検証 目標達成に向けての取組・改善内容

フランス・バルビゾン村との

交流（村長他の招聘）、中学

生の国際交流、日本語教室に

おける在住外国人と地域の人

交流を行った。

日本語教室などにより、様々

な交流が深まっている。

フランス・バルビゾン村との

交流、中学生の国際交流（ア

メリカ・ニューバーグのシャ

ヘイラムバレー中学校）、日

本語教室における在住外国人

と地域の人交流を促進する。

第２期朝来市創生総合戦略アクションプラン推進状況

１　互いの文化を理解する

　∟　⑦在住外国人が日本文化を学ぶ場づくり

　∟　⑧外国の文化を学ぶ場づくり

２　居住地でのつながる場をつくる

　∟　⑨企業と連携による在住外国人の地域行事への参加促進

課名

人権推進課

3-2-2-3



基本目標３　誰もが希望を持ち、心豊かに安心して暮らせる「まち」づくり

◆誰もが安心して楽しく暮らせるまちづくり

◎誰もが生きがいを感じ健やかで幸せに暮らすことができる健幸づくりの推進

１ 健幸づくりへの意識の向上を図る

■目標に向けたアクション体系

■取組状況と今後の予定

令和6年度までの取組状況 KPIの状況を踏まえた検証 目標達成に向けての取組・改善内容

①市医師会の協力により、特定健診

のデータ分析を行い、地域自治協議

会での健康教室を行った。働く世代

への健康づくりの支援として、「ス

トレス・疲労度測定」を４事業所に

実施した。測定結果の指導時に、こ

ころの健康を含む健康づくりのリー

フレットや「あさGO！健幸づくりカ

レンダー」の配布も行った。

②令和6年度は若者世代の参加者増加

に向けて、ポイント交換項目に抽選

会とクオカードを新たに追加した。

また、SNS活用した周知を行った。

令和６年度は申請者1,068人であっ

た。若者世代の参加者は前年度と比

べ、20代が1.6倍、30代は1.3倍と参

加者の増加がみられた。

①健康教室や健（検）診などの様々

な場所で健幸づくりカレンダーを周

知していく必要がある。

②ポイント交換・寄附申請者は年々

増加しており、市民の運動を始める

きっかけづくりとその習慣化や生活

習慣の見直し等の機会となってい

る。

令和６年度は新たな周知方法やポイ

ント交換項目の追加等により20代、

30代の若者世代の参加者の増加につ

ながったと考えられる。

①地域や学校、市内事業所と連携を

とり、実施方法や内容について協議

しながら、教室を計画していく。市

内事業所が健康づくりに取り組んで

もらえるよう、健康づくりの項目を

選択制で示し、健康づくりについて

取り組みやすい方法で介入してい

く。

②アプリ導入を進めるなど幅広い世

代の人が取り組みやすくかつ魅力を

感じる健康づくりに向けて事業を実

施、検討していく。また、関係団体

の会議に出席し積極的に事業周知を

図るなど事業拡大に向けた周知の実

施、検討を行う。

第２期朝来市創生総合戦略アクションプラン推進状況

１　健幸づくりに対する普及啓発を推進する

　∟　①地域・学校・職場での健康教室の開催

　∟　②健幸づくりポイント事業を活用した啓発の推進

課名

健幸づくり

推進課

3-2-3-1



基本目標３　誰もが希望を持ち、心豊かに安心して暮らせる「まち」づくり

◆誰もが安心して楽しく暮らせるまちづくり

◎誰もが生きがいを感じ健やかで幸せに暮らすことができる健幸づくりの推進

２ 疾病・介護予防や健康増進の取組を推進する

■目標に向けたアクション体系

■取組状況と今後の予定

令和6年度までの取組状況 KPIの状況を踏まえた検証 目標達成に向けての取組・改善内容

・医師会・歯科医師会等と連携しな

がら実施した。

・公式SNS等を活用した積極的な情

報発信と切れ目のない食育推進のた

めの庁内栄養士による協議、地域に

おける食育推進として、いずみ会の

活動支援を行った。

・ノルディックウォーキング教室を

開催し、コースについて周知した。

・健診周知チラシの工夫、公式

SNS・CATV等を活用した積極的な受

診勧奨を実施。身近な会場で人間

ドック並みの項目が受診できる体制

を確保した。

・健幸づくり推進協議会において健

診や医療費分析の結果から見た効果

的な対策を協議し、関係部署・団体

と協働した事業に活かしている。

・健康教室の対象者の見直しと教室

の申し込み方法をオンラインを活用

することで参加者の増加につながっ

た。

・いずみ会活動により、地域での幅

広い年代への食育推進につながっ

た。情報発信では、事業評価がしづ

らい面がある。

・健康効果の検証を行ったウォーキ

ングコース活用の推奨により、市民

が運動効果が高いウォーキングの体

験ができている。

・健診（検診）受診率は増加傾向か

ら横ばいであるが、各種健診（検

診）の申込みにオンラインを積極的

に活用し、申込みやすい環境を整え

た。

・教室の対象者や勧奨・申し込み方

法を検討するとともに参加しやすい

体制づくりを進め、参加者増を目指

す。また地域や学校・職場とともに

検討していく。

・切れ目のない食育推進に向けた庁

内栄養士での協議を継続する。情報

発信では、家庭や地域での実践につ

ながる内容の検討を行う。

・関係部署・関係機関等へ７つの

ウォーキングコースの継続周知、活

用及び映像化を進める。

・受診率向上に向けた受診勧奨や費

用助成などを継続して検討してい

く。

・庁内関係課との連携した事業実施

ができるよう庁内連絡会議を立ち上

げ推進体制の強化を図る。

介護予防の推進を目的として「元気

アップいこいの場事業」を開始し、9

地域の地域自治協議会に事業委託し

た。

地域住民が主体となって高齢者が出

かける場・交流する場づくりとして

事業を開始したが、6年度は事業初年

度でありすべての地域自治協議会で

事業実施には至らなかった。

すべての地域自治協議会で事業実施

となるよう、また、地域自治協議会

が主体となって運営する事業として

定着させていくため、引き続き市民

協働課等関係機関と連携しながら事

業運営について支援を行う。

介護予防の推進を目的として、「つ

どい場づくりモデル事業」を展開。

通所系サービスの職員が地域に出向

き、出前講座を実施する取組を5地区

で行った。そのうち2か所では住民主

体による「いきいき百歳体操」へと

展開する成果があった。また、社会

福祉協議会への委託事業「ふれあい

講師派遣」では、年間269回の講師派

遣を実施し、うち35回は栄養・認知

症・フレイル等の専門的な健康講話

を地域で提供した。

ミニデイはR7の最終目標87グループ

に対し86グループ、いきいき百歳体

操は83グループの目標に対し93グ

ループを達成するなどの成果を得

た。いずれも地域での健康増進や予

防意識の向上に寄与し、参加者の満

足度も高い。

介護サービス事業所と地域の連携を

さらに広げ、職員の専門性を活かし

た出前講座の継続・拡充を図る。ま

た、住民主体によるいきいき百歳体

操の展開を全市的に推進する。

第２期朝来市創生総合戦略アクションプラン推進状況

１　多様な主体による健康増進の取組を推進する

　∟　③家庭・地域・職場での健康づくり活動の推進

　∟　④子どもから大人までの食育の推進

　∟　⑤ウオーキングなど地域での運動習慣づくりの推進

　∟　⑥定期的な健診（検診）受診の推進

　∟　⑦医療費分析による効果的な疾病予防活動の推進

２　家庭・地域での介護予防の取組を推進する

　∟　⑧あさごいきいき百歳体操等による地域での介護予防の推進

　∟　⑨地域ミニデイの開催等による高齢者のお出かけの機会の創出

課名

健幸づくり

推進課

包括支援

センター

高年福祉課

3-2-3-2



基本目標３　誰もが希望を持ち、心豊かに安心して暮らせる「まち」づくり

◆まちづくりや市民の暮らしを支えるための連携の強化

◎地域間連携・政策間連携などによる効果的・効率的な事業の推進

１ 市内の多様な主体相互の連携による事業推進を展開する

■目標に向けたアクション体系

■取組状況と今後の予定

令和6年度までの取組状況 KPIの状況を踏まえた検証 目標達成に向けての取組・改善内容

市内11地域自治協議会の連絡会議、

３市連携事業による研修会や意見交

換会を開催し、地域自治協議会の相

互連携や近隣市との連携を促進し

た。

地域づくりの学びの場や対話の場は

提供してきたものの、コロナ禍にお

いて地域の事業展開に制限がかかっ

たことにより目標値を下回っている

指標も見受けられる。

今後も多様な主体が参加できる場を

提供するための支援を継続するとと

もに、地域コミュニティ活動の活性

化に向け、地域自治協議会同士が連

携できるように支援を継続する。

各学校に学校運営協議会を設置し、

保護者や地域住民が学校運営に参画

し、学校・家庭・地域の連携・協働

により地域全体で子どもたちを見守

り、育てる取組ができた。令和6年度

には各学校運営協議会委員による情

報交換会を開催し、学校運営協議会

の取組の充実・発展を図ることがで

きた。

各学校で学校運営協議会を開催し、

保護者や地域住民が学校運営等に参

画し、学校・家庭・地域の連携・協

働により地域全体で子どもたちを見

守り、育てる取組ができた。

今後も各学校運営協議会委員による

情報交換会を開催し、学校運営協議

会の取組の充実・発展を図る。ま

た、児童生徒の意見が反映される機

会を作る。

学校運営協議会の活動についてホー

ムページにより周知し、地域との協

働による学校づくりに取り組んでい

く。

④事業所周辺のごみ拾い等、自発的

な環境美化への取組が推進されてい

る。

⑤多様な働き方に資する取組とし

て、お仕事大相談会に実施した。

④事業所周辺のごみ拾い等、企業の

社会的責任（CSR)に市内事業所が取

組んでいる。

⑤多様な働き方に資する取組とし

て、お仕事大相談会に多数の事業所

が参加している。

④企業にも環境美化活動など社会貢

献活動に協力いただくよう、周知・

依頼を進める。

⑤女性活躍推進を市全体の取組と捉

え、市内事業者にも参加を呼びかけ

る。

経済振興課

第２期朝来市創生総合戦略アクションプラン推進状況

１　互いの得意分野を生かしあう関係性を構築する

　∟　①多様な主体がつながる場づくり

　∟　②地域自治協議会相互の連携

　∟　③地域と学校の連携

　∟　④地域と企業の連携

　∟　⑤企業と行政の連携

課名

市民協働課

学校教育課

3-3-1-1



基本目標３　誰もが希望を持ち、心豊かに安心して暮らせる「まち」づくり

◆まちづくりや市民の暮らしを支えるための連携の強化

◎地域間連携・政策間連携などによる効果的・効率的な事業の推進

２ 市外の多様な主体との連携による事業推進を展開する

■目標に向けたアクション体系

■取組状況と今後の予定

令和6年度までの取組状況 KPIの状況を踏まえた検証 目標達成に向けての取組・改善内容

但馬地域では豊岡市を中心市とした

第３次但馬定住自立圏共生ビジョン

を策定している。

また、隣接する福知山市・丹波市と

連携し、共通する地域課題の解決に

向けた取組を進めるとともに、交付

金の採択に向けて３市連携で進めて

いる。

また、福知山公立大学、芸術文化観

光専門職大学と連携し、人材育成事

業等に取り組んでいる。

それぞれの連携の特徴を活かしなが

ら、連携を行うことで、効果的かつ

効率的な事業推進が展開できてい

る。

採択を受けている交付金事業につい

ては、より効果的な活用となるよ

う、計画的な事業推進が必要であ

る。

それぞれの特徴を活かし、但馬定住

自立圏や隣接する福知山市・丹波市

との連携、大学連携等を進める。

採択を受けている交付金事業につい

ては、3市連携の方向性をもとに、計

画的に事業計画をたて、事業を推進

する。

また、新たな行政課題等の解決に向

けては、広域連携することで効果的

かつ効率的な事業があれば、適宜関

係団体と調整を図る。

山城サミット連絡協議会、日本遺産

「銀の馬車道・鉱石の道」推進協議

会、HYOGO Medioフィルムコミッ

ション、北近畿広域観光連盟など広

域連携での観光推進を図った。

また芸術文化観光専門職大学との連

携を進め、教員との連携事業や実習

の受入れ、ゼミ生との交流を通じ、

課題解決と観光振興に向けて取り組

んだ。

左記の団体をはじめとした各種関連

団体と連携したイベント実施等、観

光施策を展開した。

引き続き、左記の団体をはじめとし

た広域を含めた各種関連団体と連携

した観光施策を展開し、多言語での

情報発信など観光誘客に取り組む。

観光交流課

第２期朝来市創生総合戦略アクションプラン推進状況

１　広域的なプロジェクト実施のための関係性を構築する

　∟　⑥観光・交通等施策分野の連携

　∟　⑦但馬地域・福知山市・丹波市など生活圏域の連携

２　互いの得意分野を生かしあう関係性を構築する

　∟　⑧大学・専門職大学等との連携

課名

総合政策課

3-3-1-2



基本目標３　誰もが希望を持ち、心豊かに安心して暮らせる「まち」づくり

◆まちづくりや市民の暮らしを支えるための連携の強化

◎持続可能な地域公共交通による安心した暮らしの実現

１ 多様な主体が連携・協働する

■目標に向けたアクション体系

■取組状況と今後の予定

令和6年度までの取組状況 KPIの状況を踏まえた検証 目標達成に向けての取組・改善内容

・JR等公共交通の利用促進に

向けた各種の助成制度を創設

した。

・公共交通ワークショップを

開催（年度2回）し、意見交換

を行った。

・生野高校公共交通プロジェ

クトとの連携し、生野駅の活

用等について意見交換を行っ

た。

・情報誌「あさごナビ」誌面

等による担い手募集情報の周

知

新たな利用促進事業を6事業立

ち上げ、地域・学校等との連

携を図っている。公共交通利

用者数はR３年度からR5年度

までは目標値に近い値で推移

した。R６年度は減少した

が、デマンド型乗合交通の新

規導入とそれに伴うコミュニ

ティバス及び一部路線バスの

廃止という過渡的な状況が影

響したと推測され、R7年度以

降、デマンド型乗合交通を組

み入れた交通体系が確立すれ

ば改善の見込みがある。

各種の助成制度は効果を見極

めつつ継続する。

公共交通ワークショップ等の

地域・学校等と連携した学び

の場づくりは、市民の意識醸

成に寄与する取組として継続

する。

その他情報発信、バスを含む

公共交通の待合環境の整備に

ついても検討する。

第２期朝来市創生総合戦略アクションプラン推進状況

１　公共交通の利用を促進する

　∟　①地域・交通事業者と連携した利用促進に向けた取組の推進

　∟　②バス待ち環境の整備

２　公共交通への理解を深める

　∟　③地域・学校等と連携した学びの場づくり

３　公共交通事業者の担い手を確保する

　∟　④学校等と連携した企業の魅力発信等による担い手の確保

課名

都市政策課

3-3-2-1



基本目標３　誰もが希望を持ち、心豊かに安心して暮らせる「まち」づくり

◆まちづくりや市民の暮らしを支えるための連携の強化

◎持続可能な地域公共交通による安心した暮らしの実現

２ 新たな移動手段の導入・検討を進める

■目標に向けたアクション体系

■取組状況と今後の予定

令和6年度までの取組状況 KPIの状況を踏まえた検証 目標達成に向けての取組・改善内容

デマンド型乗合交通「あさGO」

の導入

・令和4年度

実証実験(生野エリア）

・令和5年度

試験運行準備

・令和6年度

生野エリア試験運行・本格運行

開始、朝来エリア試験運行開始

公共交通利用者数はR３年度から

R5年度までは目標値に近い値で

推移した。R６年度は減少した

が、デマンド型乗合交通の新規

導入とそれに伴うコミュニティ

バス及び一部路線バスの廃止と

いう過渡的な状況が影響したと

推測され、R7年度以降、デマン

ド型乗合交通を組み入れた交通

体系が確立すれば改善の見込み

がある。

人口減少と高齢化が深刻化して

いく中で、自家用車等を持たな

い高齢者を中心とした移動手段

の確保が引き続き重要であり、

デマンド型交通と幹線となる

JR、路線バスを組み合わせた交

通体系の確立に向けて、各種施

策を進めていく。

第２期朝来市創生総合戦略アクションプラン推進状況

１　地域特性に応じた移動手段の導入・検討を進める

　∟　⑤先進技術導入に向けた研究

　∟　⑥地域特性に応じた効率的な移動手段の導入（実証実験含む）

課名

都市政策課

3-3-2-2



基本目標３　誰もが希望を持ち、心豊かに安心して暮らせる「まち」づくり

◆まちづくりや市民の暮らしを支えるための連携の強化

◎市民の多様な活動や暮らしを支えるための公共施設の適正配置

１ 暮らしや活動に応じた利用しやすい公共施設にする

■目標に向けたアクション体系

■取組状況と今後の予定

令和6年度までの取組状況 KPIの状況を踏まえた検証 目標達成に向けての取組・改善内容

令和３年３月に策定した公共施

設再配置計画に基づき、維持・

長寿命化の方針が出された施設

については、令和４年度に予防

保全計画を策定した。

公共施設再配置計画策定の際に

はワークショップ等を開催し、

対話の場を設けることができた

が、マネジメントの段階では総

括課として、公共施設の有効活

用に向けた対話等の開催が難し

い。一方で施設担当課による個

別施設に係る利用者への説明等

は行われている。

公共施設再配置計計画に基づ

き、個別施設の再配置に向けて

施設担当課による利用者等との

調整が進みやすいよう、適宜、

公共施設再配置の考え方等につ

いての周知啓発を図る。

第２期朝来市創生総合戦略アクションプラン推進状況

１　公共施設の適正配置について理解を深める

　∟　①多様な主体による対話の場づくり

２　公共施設の有効活用に向けた環境をつくる

　∟　②公共施設の利用に係る周知啓発・利便性向上への取組

　∟　③長寿命化に向けた適正な管理の推進

　∟　④利用実態にあわせた施設の機能の見直し

課名

総合政策課

3-3-3-1



基本目標３　誰もが希望を持ち、心豊かに安心して暮らせる「まち」づくり

◆まちづくりや市民の暮らしを支えるための連携の強化

◎市民の多様な活動や暮らしを支えるための公共施設の適正配置

２ 公共施設の持続可能な運営を行う

■目標に向けたアクション体系

■取組状況と今後の予定

令和6年度までの取組状況 KPIの状況を踏まえた検証 目標達成に向けての取組・改善内容

公共施設の総量の削減にあたっ

ては、公共施設再配置計画に基

づき計画的に推進できるよう、

施設担当課ヒアリング等を行い

ながら公共施設マネジメントの

取組を推進している。

公共施設の総量縮減について

は、少しずつではあるが進んで

いるものの、補助金適正化法に

より取壊し年限に達していない

廃止施設があるなど、取壊しが

進みにくい状況がある。

使用料は令和５年度に見直しを

行い、10年間は据え置くことと

しているが、社会経済情勢等を

把握しながら引き続き使用料の

適正化に努める。

公共施設の総量縮減について

は、施設担当課ヒアリングを充

実しながら公共施設マネジメン

トの取組を推進していく。

第２期朝来市創生総合戦略アクションプラン推進状況

１　公共施設にかかるコストを削減する

　∟　⑤利用者の適正な負担（利用料の見直し）

　∟　⑥公共施設の総量の縮減に向けた取組の推進

課名

総合政策課

3-3-3-2



基本目標３　誰もが希望を持ち、心豊かに安心して暮らせる「まち」づくり

◆まちづくりや市民の暮らしを支えるための連携の強化

◎生物多様性の保全と持続可能な利用による自然共生社会の実現

１ 生物多様性について市民一人一人が理解を深め、意識を持ち生活する

■目標に向けたアクション体系

■取組状況と今後の予定

令和6年度までの取組状況 KPIの状況を踏まえた検証 目標達成に向けての取組・改善内容

生物多様性地域戦略及び朝来市

レッドデータブックの作成に向

けた方針としての環境基本計画

の策定を行った。

成果指標及び成果達成に向けた

活動指標は共に連動しながら数

値が上昇しているため、事業や

取組の方向性に誤りはないと思

料する。

目標値は現状においてクリアし

ているが、更に事業実施に工夫

を重ね、市民の環境意識醸成を

推進する。

夜間観察会や展示会等の開催、令和4

年度の「日本オオサンショウウオの

会朝来大会」開催など、市内外に向

け普及啓発を行った。

市内での各環境イベントへの出展や

NPO主催の観察会、市外へのPRイベ

ントの実施等により、環境にやさし

いまちづくりが進められていると感

じる市民が増加傾向にある。

引き続き、市民の環境意識向上に向

けて、市内での各環境イベントへの

出展やNPO主催の観察会、市外への

PRイベントの実施等により、環境に

やさしいまちづくりが進める。

多様な生き物を育み、コウノトリが住

めるゆたかな文化・地域・環境づくり

を目指すための「コウノトリ育む農

法」の拡大に取組んだ。生き物が生息

しやすい環境づくりのために、冬に水

を張る「冬季湛水」、育苗段階からの

有機質肥料の使用、無農薬での安全・

安心な栽培を推奨している。

コウノトリ育む農法を実施する農業者

は増えているが、雑草除去や病害虫対

策が課題であるため、目標とする耕作

面積には達成できていない。

雑草・病害虫防止のための栽培技術向

上や労力削減について、関係機関と協

議し課題解決に取り組んでいく。

新たな栽培技術であるBLOF理論（高

品質・高収量）を推奨し、環境に優し

い地域づくりを推進していく。

体験素材集（内、生物多様性を

学ぶ等の自然体験プログラム数

３）を作成し、観光として自然

を体験してもらえるようなコン

テンツの開拓を行った。

関係団体との連携を図り、ひょ

うごフィールドパビリオンの認

定プログラム等、コンテンツの

開発を行ってきた。

引き続き、生物多様性を学ぶプ

ログラムを観光コンテンツとし

て展開し、新たなコンテンツの

開拓を行う。

第２期朝来市創生総合戦略アクションプラン推進状況

１　朝来市の生物多様性の実態を把握する

　∟　①多様な主体と連携し希少野生植物の生息・生育状況の調査

　∟　②朝来市レッドデータブックの作成

２　生物多様性の保全に向けた活動を推進する

　∟　③保全・持続可能な利用に向けた生物多様性戦略策定

　∟　④オオサンショウウオ・コウノトリ保全に向けた活動

　∟　⑤生物多様性の保全に向けた活動

　∟　⑥保全に向けた活動団体等の育成

　∟　⑦生物多様性など自然と共生する農林畜産業の推進

３　生物多様性への理解を深める機会をつくる

　∟　⑧環境教育プログラム等理解を深めるためのプログラムづくり

　∟　⑨地域・学校等での生物多様性について触れる場・学びの場づくり

　∟　⑩生物多様性を学ぶ観光体験プログラムの展開

課名

市民課

観光交流課

文化財課

農林振興課
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